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発刊にあたって

本書は，国庫補助を受けて実施した，平成15年定原の辻遺跡調査研究事業に伴う発

掘調査報告書ですC

療の辻遺跡は，約lOOhaの広がりを持つ大荒模環濠集落で，北部九州系の遺物のほ

か，韓半島や中国大陸の遺物も出土しております。遺跡の規模や出土遺物の質・量と

もに，壱厳島内の弥生時1t遺跡の中でも群を抜いており，このことから， r差是正;稜人
伝j に記された r~支国j の王都に特定されました。 r重量志棲人伝j に記された国々

のうち，中心域が特定されたのは原の辻遺跡のみであり，このことを重視して，平成

9年9月に国史跡，平成12年11月には冨特別史跡の指定を受けています。

本年度の調査は，台地上の原地[R.高元地区と，台地南東低地部の石田高涼地区で

実施しましたo JJ京地亙では祭議場周辺の謂査を行い，弥生時代のi日地形や遺構群の在

り方について新たな問題を提起することとなりました。高元地区では，台地北側先端

部付近の遺構群を確認し 弥生時代中期の土坑群から古墳時代初頭の竪穴住居者会への

変遷を明らかにできましたc 石田高原地区では，環濠に圏まれた弥生時代中期の据立

柱建物群を検出しました。低地部において建物群が密集して見つかったのは原の辻遺

跡では初めてで， f丘地部においても環譲だけでなく多誌な遺構が構築されていること

がわかってきました。

このように歩調査の進展とともに，原の辻遺跡の姿も次第に明らかになりつつあり

ます。今後の調査によって，より鮮明な姿が復元できるものと考えておりますが，こ

れらの成粟を地域のみなさんに還元することも 私たちの重要な任務であると考えて

おります。本書が学務資料として活思されるとともに 文化慰の愛護や活用などに幅

広く役立てていただければ幸いです。

平成16年3月318

長崎県教育委員会教育長 木村道夫
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1.本書はヲ}京の辻遺跡調査硯究事業にともなって実施した，平成15年震の原の辻遺跡、発掘調査報告

書である。

2.本書に収録した調査区の所在地は，長時県壱蚊市芦辺町深江鶴亀触字原・字高元，石田町石田曲、

触宇高原であるC
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4.本書でf吏吊した遺構と遺物の実説および製国は，原の辻遺跡調査事務所が行った。

5.本書に収録した遺物・図面・ 原の辻遺跡調査事務所に保管している。

6.本書の遺構写真は現場担当者が撮影した。

7.本書の執筆担当者は本文E次にで示した。

8.本書で用い

9.本書で;ム

字を使用した。

7"v 
ιL 

は呂:本部地系を使用した。

にSD，二i二坑にSK，竪穴住罷A主上にSC，掘立柱建物;二SBの略

10.本書の稔編集は中尾が行ったc
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1 .遺跡、の立地と環境

仁地理的環境

九州の北西海上の玄界灘 る壱出支は，対馬及び

まで、は約26kmの距離に位置する。晴れた日には遥か朝鮮半島を遠望できるこの烏は，対馬と並び国境

の島とrr宇ぶに栢志しい。平成16年3月をもって匹iつの町が合詳し「壱故市jとなったこの島:え南北

約17km，東西約15kmのやや南北{二長い本島の他，多くの小島から成る総面積約138.8km，人口約3万

4千人の島である。本土との交通手段としては海上交通が主で，博多港まではフェリーで約2時間半，

ジェットブオイルで約 1時間，佐賀県i呼子港までは約 1時間で結ばれている。長崎黒には直通の交通

手段が壱岐一大村簡の空路以外にはないため，行政区分としては長崎県に属しているものの，経済的・

文化的には福岡県との関係が深い〔第1 。

島の地形は全体的になだらかな漆岩台地で，高度100mを越す山地が占める面積は極めて小さく，

壱岐での最高峰岳の辻でも諜高213mで，険しい[lJ々 からなる対馬の風景と比較すると対照的である。

島の基盤は占第三紀層で.玄武岩がその表面を覆い，弥生時代以降籍式石棺や古墳の石材としてよく

利用されている。島の西から東にかけて島内最大の河川であるi矯鉾JlI(全長8，834m)が流れ，その

下流には沖積平野としては県ド最大の平野である深江田原が広がる。 海岸線は入りくんでおり天然の

良港を形成している。西海岸は出入りが激しいが，東海岸は比較的緩やかで砂浜も多く海水洛場が点

在する c r鶏志J'倭人伝の中で3世紀頃の壱蚊の様子を「…やや田地があり，E8を耕してなお食べる
には足らず…!という記述があるが，この深江田原は県内有数の穀倉地帯で，原の辻遺誌はこの平野

に位遺している。

第1国壱岐島の位置思



2禄歴史的環境

朝鮮半島・九州本土を行き米する際に中畿地としての'性格を持つ壱較は，対馬と並んで古来より交

通・交流の要簡であり，またj坊衛の拠点としての役割も担っていた。

壱岐についての文献上の初見は3世紀の歴史書 f三国志jの説書:東夷伝倭人の条?つまり「競志倭

入伝jに邪馬台屈などの諸留とともに登場するが，壱岐島における人類の足塁本は，出石器時代にまで

遡ることができる c ここでは弥生時代を中心に， IB石器時代以降の壱III支島でどのような活動が行われ

ていたのか，また朝鮮半島・大陸とどのような交流が行われていたかを述べてみたい(第2詔)。

壱IIま高における!日石器時ltの遺跡は， 1震の辻遺跡をはじめ，カラカミ遺跡・輿触遺跡など昌内の数

ヶ所において見られる。出土遺物としては，ナイフ形石器・台形石器・縮石器を中心としている O こ

の他ナウマンゾウの臼歯なども出土している。

縄文時代の遺跡、辻沿岸部に集中的に立地しており，これは語、労や採集を中心とした生活を送ってい

たことを裏付けるものと考えられる C 代表的なものとしては，松崎遺跡・鎌崎遺跡・名切遺跡などで，

これらの遺跡辻大潮前設の干潮時にだけ姿を現すj韓関帯遺跡である。大半の遺跡、は島の霞簡に分布す

る傾向にあったが，近年で、は石田耳の大久保遺跡など東館でも縄文時代の遺跡が発見・調査されてい

フ
ペヨ。

弥生時代の遺誌は島内で66カ所{確認されており 遺跡の分布は稲作など農耕社会へ移行したことを

裏付けるかのように島の全域にわたり分布しており，漁労‘採集に依存していた縄文時代の遺跡の多

くが治岸部に分布しているのと対語的である。 r差是志棲人の中では，壱i技はf!召娼もなくはない
が，農耕だけで辻食穣の岳絵ができず，そこの人々も南や北に海を渡って穀物を買い入れているj と

紹介されている C 代表的な遺跡としては， 1京の辻遺跡・車出遺跡・カラカミ遺跡などがあげられる σ

原の辻遺跡の発見・報告は古く，大正時代から昭和初期にまで遡る。平成5年以降本格的な調査が

拾まり，多くの遺構や遺物が発克されている。 誌の辻遺跡の出土遺物の特設としては，無文土器や三

韓系ぇ;質土器・楽J良系土器など朝鮮半島系の土器が多く見られることがあげられる O また貨泉・五鉢

銭・大泉五十などの中国の貨幣や中国裂の鍵など各種の金属製品が多く出土することは， r説志倭人
伝jが缶える という言葉のとおり海を越えての活発な交流が行われていたことを物語っ

ている O

車l:fj遺跡;は壱岐島のやや南西播鉾JIU二流の穀倉地帯に位置い付近には『延喜式神名i陵jに記載
あまめたながお

されたIB式内社の天手長男神社のある鉢形LIJがそび、え，その頂上部からは廷久三年 (1071午、)銘の

重文に指定されている清石製の如来設が出土している。多くの土一器類や石器類が出土Lているが，丹

塗震研土器の査や小型住献土器などのm土や，後漢鏡片手が火にあたった状態で出土していることなど
から，祭詑的な性格も考えられる。また，土器溜まり状の窪地から小型散製鏡が一面出土L，出国か

らはガラス小玉や璃謡王，管玉などが出土いるつここには大型の斐がつぶれるようになっていたこと

から墓地が存在していた可能註もる。一支出の拠点集落の Aっとしてこの辺りにも右力者が存在し，

jとから南に湾入したとド域湾からの外敵の侵入に犠える役訴を果たすと共に対外交流にも一役買って

一~ 2一一
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いたのではないかと控訴iされる。

島の中央部やや西~U，標高80メートル程の丘援に位置し，語積は約 5 ヘクタールカラカミ遺跡は，

であるO 地形的には遺跡の東館と寵鵠はメua院JIIにより浸食された急な患になっており天然の要害と

訪i認のために環譲が巡っていることが確認なっているが，北龍と西需は比較的緩やかな地形のため，

にかけされている。時期は毘の辻遺跡罰様に弥生時代前期(紀元前2世紀)から後期(紀元3世紀)

土器・石器・鉄器，骨角器など各種遺物が大て最盛期を迎えていたようである O 出土遺物としては，

に出土しているが，特殻的なものとしては掠の骨で、作ったアワピオコシや釣針・鈷・石錘など拐、労

占いをするi禁に黒いられたのではない的な性格を持つ遺物があげられる。また朝鮮半島製の土器や，
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かと考えられるト骨などが出土している。このことからカラカミ遺跡は，規模としては原の辻遺跡に

は及iまないものの，漁労を中心とした生活をし，大陸との交流を活発に行っていた集落であったので

はないかと推される c

壱出支島の弥生時代の遺蕗として前述Lた3つの遺誌は，いずれも内陸部に位置する遺跡であるが，

海岸部にも多く見られる。やでも壱岐島の北部?藤本軒に位置する天ヶ原遺蕗;が注呂される。ここで

は海岸線の護岸工事中に銅矛が3本同時に出土した。対馬で辻120本を越す鏑矛が発見されているが，

壱岐で鍋矛が出土することは珍しい。天ヶ原遺跡がある勝本町は壱岐島の最北端で，古代より海外交

流に捺しての最重要寄濯地と位置づけられていることから，大睦に向かつて出立する飴の続、海安全を

祈願するために一括して埋納されたのではないかと考えられる O

古墳時代になると壱岐には多くの古墳が築造され，現在でも長崎県全体の約半分の250基以上確認

されているO 最も吉いのが5世紀技半に築造されたものと考えられる大塚山古墳で，深江田壊の北館

の諜高74メートルの山頂部に位蓋している。その後約1世紀の空白を経て 6世紀の設半には分布の

中心は国分地域に移り，多くの吉壊が築造されるようになる O 金銅製の錨り金具をつけた馬具が出土

した笹塚古墳や，障の二彩・新羅:土器が出土した京六古壊などから判断すると，弥生時代と同様に朝

鮮半島との結びつきが強かったようである。また，石室内部に船や捕鯨の報刻絵揺を持つ古墳もあり，

海との結びつきが深かったことを示している。

律令制度下において壱岐は対馬とともに下冒とはいえーっの冒としての扱いをうけている。そのた

め国分寺が設霊されることになったが，経済的な理由のためか在地豪族である壱岐直の氏寺を国分寺

に転用した旨が f廷喜式jに書かれているひここで用いられていた瓦が平域京の瓦と詩箔であること

から，壱!技査は中央との結びつきが強かったことがうかがえる。この時代は対外的な動きも活発で，

遺薪羅告が始まり 9世紀まで派遣された。

壱~支島は罰境に近ふいため，対馬とともに文化交流の窓口としての役割を担うが，一旦大陸との関係

が緊張状態になると状況は一変する。 663年の白村江の戦後，麿・新羅の侵入に備えて防人が派遣さ

れ，蜂火を置いた。その後待令体制の崩壊とともに中央政府の外敵に対する訪高意識が話薄になるに

つれ， 9flt記の後半から壱岐島;またびたび襲撃を受けている O 特に1019年には中関東北部に拠点を持

つ女真族万伊の襲撃を受け，国奇襲原理忠までが戦死するという甚大な被害を受けている。

中世は，元による丈永の役 (1274)・弘安の役 (281)があり，大きな被害を受けた。また倭冠の

活動が沿岸部で吾立つようになるが，特に壱蚊で大きな勢力を持つことになったのが松諾党で，松浦
はたレ

党五去による分治がおこなわれた。しかし， 15世紀後半には記蔀上松諾の岸岳域主波多泰が壱蚊に攻

め込み松浦党五氏を降伏させ，波多氏による壱披統治が始まったc その後は波多氏の内紛や浪多氏と

家住である丹高氏の対立が続き，平戸の松浦氏と組んだ行高氏が波多氏を破り，百高氏が松浦氏に従

したことから壱岐は明治を迎えるまで平戸藩松浦氏が領有した。

~4-



ll.調査にいたる経緯

原の辻遺跡は，明治時代に松本友雄によって発克された。その後の河川改修工事や耕地整理の捺に，

大量の土器や中国鏡などが発見されヲ遺跡、の重要性が認識されるようになると，昭和26年~昭和36年

には，京都大学や九州大学を中心とする東軍考古学会によって学締謂査が行われたO 初めて本格的な

発掘が行われたこの調査では，大量の弥生土器とともに各撞鉄製品や貨泉，あるいは朝鮮半島系土器

や楽浪系土器なと守が出土L，大陸との関連性が強い遺跡として学会で注目を集めた。一方で，地元に

対しての理解は浸透しておらず，高震成長期を迎えると，遺跡、の{立置する台地霜辺も!沼地から水田へ

の転換が押し進められ，それに伴って遺致、白体かなりの損壊をうけた。

昭和49年に;土，石田大!京地区において水沼化改良工事が計画され，これに先立つ発掘調査で墓域が

薙認された。この墓域は，弥生時代前期末~中期を中心とする籍式石指墓および、蓋措墓から構成され

ており，[R面講も伴う本格的な墓域としてj主目された。この調査を受けて，新たな保護対策として昭

和50年 ~52年度にかけて範囲確認調査を実施し，遺跡の広がりが南北に伸びる舌状台地だけでなく，

より南舘まで広がることが確実となった。

平成にはいってi播鉾}II流域総合整嬬事業が計酉されると，舌状台地層辺の{丘地部を中心;こ広大な面

積の発掘謂査が行われることとなった。これによって，遺跡の範囲が約100haに及ぶとともに，台地

周辺の抵地部に護重にも環譲を巡らす巨大環濠集落で、あることが判明した。

平成7年度以降は，集落構造の把握を百的として 9 改めて範囲確認謁査を実施している。これまで

の調査により，環濠の外鱒に小児童棺墓や成人吊の箱式石棺墓を主体とする墓域が検出され，集落の

形成から解体まで，地点を変えつつ連綿と営まれていた様棺が明らかになりつつある。台地上の一調査

においては，多数の竪穴住居跡、とともに，最高地点からは掘立柱建物語:を中心とする祭儀場跡が発見

されたc また，低地部の諦査も継続して行われており，複雑に巡る環濠の様相が明らかになるととも

に9 各年震の調査で検出された環濠同士のつながりや時期的な変遷についても検討できる状況になり

つつある。

本年度の謁査は，祭議場j苦遣と台地先端吉Fo，および台地東関低地音Foの 3カ所に，合計1，950m
2
の調

査区を設定し調査を行った。(第3函)c調査匿名li，調査区の字名を吊いてそれぞれj京地区，高元地

石田高源地区と呼称する。原地誌で{ま，平成 7 年 ~8 年度にかけて調査が行われた祭議場の構造

を確認するために慰問の未揺部分に調査冨を設定して調査を行った。高元地区は，昨年度のトレン

チ謂査で確認された竪穴住居群の広がりを確認するとともに焼坑をはじめとする工房群の検出を

呂的とした。;石田高原地反は，昨年度調査区の南側に調査[Rを設定し，東餓低地部における遺構群の

畏関を探った。

調査は，平成15年5月16日~平成16年3月19日まで、行った。
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白調 査

1菅原地区の寵査

(1)謂査概要

原地区の調査は，平成 7 年~- 8年度にかけて確認された祭儀場の思辺遺構薙認を呂的としている。

これまでの謂査によれば，祭儀場北三宇部を中心に掘立柱建物群が26帯、と，それを取り囲むように巡る

構列が確認されている。また，甫学部においては，寓北に並ぶ2棟の大型据立柱建物跡が立ち，その

南観には台地を東西に横切る 2条の環濠が巡っているO 全体として，祭羅場は毘思よりも一段高く盛

り上がった最高地点の胃屈を構列で囲み，その中に掘立柱建物が建ち並ぶ講造として捉えられ，その

立地環境から，集落内部の中桓として泣置付けられてきた。

しかし，遺物の出土量が少なく，時期に関する靖報が非常に乏しいため，祭犠場内の遺構群の変遷

については不明な点が多かった。また，構列に囲まれた空間である以上，いずれかの場所に入り口が

存在するはずであり，遺跡整備を視野に入れた遺構群の綾討に捺して，祭儀場にいたる撞設の確認が

必須となった。そのため， I日講査区の周囲に12カ所の調査区を設定し調査を行った。調査区名は， ~と

から時計と反対題りにA区~L 区とした(第 4 毘・第 5 国)。

その結果，近世以降に大規模な龍平および造成が繰り返されていることが明らかとなり， A毒菌より

も一段高い現地形も，このような土地の改変によるところが大きいことが判明した。また，今回新た

に検出されたピットの中には，造成土最下寵に堆積したしまりのない暗掲色土を充填したものが認め

られた。さらにD!Zでは，創平された後に打ち込まれたものと思われる杭が藍立した状態で検出され，

近世以降に土地の改変に伴って，杭や柱が伴う何らかの講築物が存在したことが確実となった。これ

により，従来櫛列とされてきたビット群も再検討の必要が生じることとなり，また，弥生時代の!日地

形についても再考を迫られることとなった。

一方，調査!z南鎮では，東西に伸びる環濠の南鱒に半円形に巡る環濠を新たに検出した。時期的

には以前検出されていた環濠とほぼ静行するものの，平面プランでは明らかに切り合っていることが

予想され，時期別の詳組な展開については課題を残した。

結果として，当拐呂的とした祭議場廃辺遺構の確認から，沼地形を含めた祭議場そのものの再検討

を促すこととなり，新たな課題を提示する調査となった。

(2) 各調査区における成果

過去の調査により，祭儀場では大小合わせて237基のピットが檎出されている。本年震の調査で検

出したピットは合計31基で.これらについてP238-P268まで番号をつけた。これらのピットには，

覆土の特鍛から近世以降に掘部されたと考えられるものも含まれている。以下，各調査iえ毎に説明を

加えていく。
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震AI2S:検出ピット実測額 (S= 1/20)およびAI2S:出土遺物 (S=1/2・1/3) 第7留

①A区

a匝基本土層(第6図)

遺構検出面まで、の土層は，全て近世以降の造成土や耕作土で、ある。最下層では，黒褐色や時褐色を

その上に大小の角擦を含む震が堆頼しているO 造成土

の堆覆は，南舗に比べて二ltisljで、厚く，北isIJを中心に土を盛って，斜言語を平j骨にしようとしていた意罰

呈すきめの縮かいしまりのない土が堆讃し，

が読みとれる Q

遺講検出面は玄武岩岩草案を主体とするが，南北方向の議状の部平莱が顕著であった。なお，

b.遺構(第6闇・第7図)

うち，本年度新たに検出したピッ平成7年度に検出したピットを含めて19基のピットを確認した。

P238は，平祷円形で探提じりの褐色士の覆土で充填されているOP238~P241 の 4 基であるつトは，

したがっ覆土もしっかりとしまっており，砂離が入る特設も平成7年度検出ピットと共通している C

し支えないであろう Oこのピットは弥生時代のピットと考え遺物の出土は克なかったものの，て，

P 239~ P 241については，覆土に締まりがなく，きめの縮かい点が造成土最下層(第6図北壁の7層・

と共通しており，造成するj警に掘削された近iせは持のピットと考えられる。海援の5層)

lは黒曜石裂の石議で，先端部を欠損するものの，平主立五

-12-

出土遺物(第7国)

造成土中から石器が2点出土している O

C. 
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角形に整えている。調整はやや雑であるが，非常に薄手に仕上t1'-ている。 2は石鎌の未成品と考えら

れる。かなり摩耗しているが，刃きliと背同jに調整剥離が認められる。刃部側には---部調整剥離を行わ

ず節理面を残す所があり，この訪日分が基奇じになるものと考えられる。

②8区(第8凶)

a樋基本土層

大小の角離を含むしまりのない七が堆穣している。また，北壁でははっきりしなかったものの，雨、

竪土層で、は最下層にきめが細かくしまりのない暗褐色土が薄く堆穫しており， A区の状況に共通する

特徴である。

b賓遺構

検出されなかった。遺構検出面は，南北方向に溝状の削平痕が認められ，西側ののり1M部分も激し

く部平を受けていることを確認した。なお，遺構検出面ーは玄武岩の岩盤である。

C. 遺物

出土しなかった。

③C区(第81羽)

a.基本土層

遺構検i明両までは全て近世以降の造成土であるが，北側のA区-B l互に比べると礁の混入が少なく，

出入している諜自体も小型のものが多い点が特後である。また，遺構検出面の地山は，北半部におい

ては玄武岩の岩盤であるが，南半部で、は明赤梶色粘質土，さらに南ーでは明黄楊色粘質土へと移り変わっ

ている O 切り通しの土層観察により，明黄掲色粘質土→明赤褐色料i置土→玄武岩岩盤のliI震に堆積した

ことカT明らかとなった。

b.遺構

検出されなかった。

c緬遺物

造成土内からナイフ形石容が1点出土している。黒曜石製で，縁辺部を中心にかなりガジ 1)痕が残

るものの，縦長剥片の一鵠縁にプランティングが観察できる。

④D区(第9関)

a.基本土層

遺講検出面までは全て近世以i年の造成土である。 cほと同様小型の擦を多く含み，最下層には締ま

りがなくきめの細かい褐色土が堆積している。

b包遺構

平成8年度に検出したP242の西半部と，同じく乎成8年度に検出したP237を確認した。 P242は

-15-



方773の堀方で，その中に径20cmの柱穴痕を確認している。遺講検出亜の地出は，諜混じりの赤褐色土

である。覆t:はしっかりとしまっており，弥生時代のピットと考えられる。

C. 遺物

出土しなかった。

宰iEIR (第10国)

a.基本土震

遺構検出面まで全て近世以降の造成七および耕作土である。諜の混入が少なく，粘質土を主体とす

る点でA区~D区とは異なる c 主:お，遺構検出i誌の地iむは，時I~i昆じりの赤褐色粘費l:で、あるつ

b嵐遺構

環i豪2条とピット22基を検出した。ピットのうち 2基は平成8年定検出分であり，今回新たに検出

したピットは20基である。

ピット群の誌とんどは，径20cm程度の小型のものを主体とする(第日間入浅いものが多く，上面

を削平されているものと思われる。覆土の特殺は，いずれも色調が黒褐色や暗褐色を呈し，明福色粒

子や黄褐急粒子が散;在することである。覆土自体も比較的しまりがあり，時期を限定できる遺物の出

ことは克なかったものの，全て弥生時代のピットと考えられる。

2条の環j豪は，平成8年震調査検出の i号i豪・ 2号濠の存在を考摩して 3号法 (SD 3)・4号

(S D 4) と呼称する(第10国)土震の切り合いから， S D 4一歩 SD3のJII貢で構築されたことが

明らかである。

SD3は，断面逆台形の堀方を有する深さ約60cmの環濠で、ある。調査反中央から南関へ伸び、た後，

西側へ「くjの字に折れて伸びることを確認した。時期を特定できる遺物は出土しなかったものの，

SD4との切り合いから，古壊時代拐頭のものと考えられる。

SD4は，顕在百V字形の堀方を有する深さ約80cmの環濠で、ある。諦査区中央からいったん寓へと延

びるものの，調査区内で大きく湾曲して西鶴;こ伸び、る。土層の観察では(第10iZJ)，調査区中央北壁

の西側 (9層)，および調査E王国端北壁土層の東1~ij (6 b に揺って，地山類似の粘震土が堆

積している。このことは，環誌で屈まれた円周内に盛り土をしていて，この譲り:七が環濠内に流れ込

んで堆積したものと考えられる。なお， S D 4の堀方にj合うように並ぶピットを 3基検出している。

また，認査区:西端のトレンチでは， S D 4の床面を揺り込むピットを確認している(第諸国人調

査区外まで伸びるものの平面器円形と考えられ，長軸長75cm，深さ35cmで、ある。ピットの西宮IJに偏っ

て，円形の柱穴が深く掘り込まれているO

C. 遺物

SD4 を中心に，大量の遺物が出土した。調斎区西~U トレンチでは， S D 4は遺物の出土状況から

上下2濯に分層することができた(第13国)。弥生時代中期後半~援期初頭の土器を含む5暑と，弥

生時代後期後葉から経末の土器を含む4a . 4 b・4c 震である o 4 c唇においては誌生時代中期と

-16-
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第11国原EIR検出ピット葉灘図 (S= 1 /20) 

技期の土器が混在する状況がみられたが， 51~はほぼ弥生時代中期後葉~続期初頭、に限定でき， 上層

の堆積も比較的安定していた。

第14図・第15認はSD 4IH::r.遺物で、ある。 1~ 6は弥生時代中期の土器群で、ある。 4・6のように

ペコペコ古手の土器を含むものの，錨先状口掠の土器が主体を Lめる。 4c 層~ 51言にかけての

ある o 7 ~ 14は4a 層~ 4 c J書出土の土器で、ある。「くjの字口隷の蓋や，球状の瞬き¥;から外反しな

がら立ち上がる仁i縁部を持つ査が主体となる。 15は大型の査で，逆L字;民の口縁部を意図的に打ち欠

いている。底部は凸レンズ状の平底である。 17~22は石器である。 171ま J黒曜石裂の石核で作業 j出 2 留

が確認できる。不純物が非常に多い黒曜石で壱岐産かもしれない。打面および、側面には被熱によるも

のとみられる自然の剥離面が擁認できる。弥生時代議期後葉~終末のものである。 18は砥石， 19~21 

はi鼠石， 22(土石lIllである o 19は諜器を転用したものであるが，部分的に被熱痕が認められるc

⑥F藍(第9密・第16図)

a.基本土層

遺構験出面、までは全て造成土および耕作土で、ある。造成土は暖邑系の粘質土が主体で，諜の混入も

-18-
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比較的少ない。また，淳さ約60cmと北側の調査区に比べて造成J二が薄いのが持畿である。地IJJは擦混

じり赤褐色粘質土を主体とするが，中央部分では諜混じり黄褐色がブロック状に堆積している。

b. 遺構

平成8年度に検出した 1号濠および2号濠の一部を確認した。また 謁査[:{南端で2基のピットを

検出している(P262・P263) 0 1号濠の床面は東関の切り通しで確認でき守標高は16.5mで、ある C

2号濠は切り通L部分よりもさらに探く入り込んでおり，床面の深さは確認できなかった。これらの

環濠は，遺構の上面を確認したのみで埋め戻している 3

P262・P263の覆はいずれも締まりがなく，近世以降掘削されたピットである可能性が高い。

C. 遺物

磨製石斧が2点出土している(第16図)0 1は太型蛤刃石斧で刃部のみ残存する。刃部再生の調整

剥離が認められる。 捧部中:央に辻鼓打疫が丹形に密集しており，欠損設に鼓石として転用されている。

2は扇平片刃石斧である。これらの石器は造成土の中から出土したものであるが，本来は 1号j豪・ 2

号譲いずれかの遺講に伴っていた可能性が高い。

CVGI& (第171Zl)

a.基本土層

遺構検出面までは，近世以i翠の造成土および、耕作土である。小磯を多く含むしまりのない土が主誌

となる。地IJ1は赤掲色粘質土を主体とするが 北端部では玄武岩の岩盤が検出された。 切り通しで窃

り合いを確認すると，玄武若岩盤→赤褐色粘質土の)llgで、堆積していることが明らかとなった。

b.遺構

調査包甫端部で，平成8年度検出の 2 を検出している(第17国九また，出平面に乗る

ように集石遺構が検出されたほか 3基のピット群も検出している(P 264~ P 266) (第18図)。

IJJU 
(出

九
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第16留 軍F区検出ピット実灘間 (S= 1 /20)およびF区出土遺物 (S=1/3)
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第20罷 漂J度検出ピット実灘関 (S= 1 /20)および‘鰻JIR出土遺物 (S=1/2)

集石遺構は拳大の角擦を したものである。これらの諜には被熱痕やi量打長といった使用痕は認

められなL、。 18世紀後半の読が出土しており，性格としては，調査区の東i講を通る農道を造る際の地

と考えられる。

ピットは， P265はしまりのない培黒褐色で充填されており，近世以降のものである可能性が強い。

一方， P264・P266は良くしまった培褐色土を覆土井としており，弥生時代のピットと考えられる O こ

れらのどットは，それぞれ窪約60cm，窪約90cmと非常に大型で、ある。また，ピットの堀方の割に柱穴

は非常に小さい点も共通しており，特にP266は時期は限定できないものの，落とし穴状遺講の可能

性も考えられる。

c霊遺物

集石遺構内より蕗器が出土している(第18国)0高台や断面の特徴から18世紀後半に位墨付けられ

るものである O

⑧H区(第17臨)

a.基本土彊

小諜混じりでしまりのない搭色 i:が地iむの上に堆積している O 厚さは約80cmで、ある。地山は玄武岩

岩盤となる。

b.輩横

平成8年境検出のピットを 3基検出したのみで、ある(P 165~ P 167) 0 

c司遺物

出土していない。

@I区(第19関)

a‘基本土層

大小の角擦を多く含む造成土が厚く堆請している。地山は玄武岩岩盤である。

~27~ 
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b. 遺構

議査包東宇部が大きく部平されており，遺講は検出されなかったc

C. 遺物

出土しなかった。

事J区(第19図)

a.基本土層

大小の礁が混じる造成土が主体である。最下腎には擦の混入が少ない暗褐色土が薄く堆積している o

j輩出は，調査区南端部に玄武岩岩盤が露頭しているものの，ほとんどは円諜混じりの黄褐色土である O

b. 遺構

ピットを 2基検出している(P267・P268) (第20図)。いずれも覆土に締まりがなく，近世以降に

掘削されたピットである可能性が高い。

C欄遺物

造成土の中から石核が1点在i二としている(第20思)。 後期!日石器時代のものである。

⑮K区(第21関)

a.基本土層

大小の諜が現じる造成土が主体であるc 最下層に辻混入物の少ない灰黒色土が薄く

はj弓諜混じりの黄謁色土で、ある c

b圃遺構

平成7年震に検出したPl0を検出 L

C. 遺物

出土していない。

⑫し1&(第21図)

a.基本土麗

る。地山

大小の角操j昆じり造成土を主体とする。最下層には諜の混入量が少ない累掲色土が堆轄しているO

地llJは北半面:は円醸混じり黄謁色土であるが，浮i半部は玄武岩岩盤である。

b.遺構

検出していないc

C. 遺物

出土していない。

-30-
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第23国 これまでの祭儀場北半部遺構群の捉え方 (S= 1 /200) 

(3) 小結

本年度のj京地症の調査は，過去の謁査によって組み立てられた祭議場の講造について再考を促すも

のとなった。以下，兵1~三的な

①祭儀壊のi白地形

概要でも述べたとおり，従来の祭儀場は，思囲よりも一段高い最高地点を横列で臨む講造として捉

について干支言すを加えるつ

えられていた。今田の調査により，層圏よりも…段高い現地形は，近世以降の大規模な造成で形成さ

れたことが明らかとなっ ここでは弥生時代の!日地形について若干の検討を試みる。

第22密は，祭犠場における南北軸および東西軸の遺講検出頭の額斜を[準化したものである Q これを

-33-
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種蓄量

毒襲

書

護
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じ二二二ニー

電警

護審

番号

費量 謀議験 場

傍

電襲

建撃

署警

10m 

i 

¥ 

毒事

電量

凡l時
議議轟轟砂書聖教混入夜黒色土

議議案事焼土および炭化物

響額雄教混入黄色土

ふ薬灰色土

第24園 祭儀場北半部におけるピットの急調 (S= 1 /200) 

見ると， f.蒜慨が若干擦高が高いもののほぼフラットであり， K区‘から北関で急激に傾斜していること

がわかるつこれに周辺のどット断面を投影すると，北半部のピット群の床面が標高17.5m以下まで達

するものが多い一方，南半部においては標高17.5mまで達するものは環濠を拾いて皆禁である。この

ことは，本来標高が高かった南部が大きく部干されていることを示しているであろう O おそらく，弥

生時代の沼地芳三は，南muから北側にかけて額斜する緩斜面に護元できそうである。

東西断面については，遺構検出面は中央部分がや高いものの法ぼフラットで，東西の裾に向かうに

したがって急激に落ち込んで、いるご祭議場の東鱒では農道が通り，西側にはかつて水田が営まれてい

た。東西断面に晃る急激な落ち込みは，これらが形成される捺に設しい部王子を受けたことを物語って

~34 



N
i
H
f下
i

毒参

雪量

季最

雪量
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警警 護審

護暴

o 10m 

十一一一一一一 一一一一丁一一一一一一一一一一一一寸

三ざいて17.900-17.999
… ゑ議幾警警17.800-17.899
議機17.7∞-17.799
議襲撃17脚 -17.699
襲撃譲17.500-17.5曲
翠鱗17.4由 -17.499
議選議17.300-17.399
譲警察17.2由-17.299
議養護17.1田-17.199

警暴

議

第25毘祭議場~t.学習におけるピットの深さ (S= 1 /200) 

いるであろう。部平された時期について辻，東関農道沿いのG区で検出された集石遺構が参考ーになる。

この遺構は，農道の掘割に停って祭議場が部平された!良部平E互に地鎮のために講築された遺携と考

えられるO この中からは18世紀後半の磁器が出土しており，この時期が祭儀場が本格的に部平された

時期のとi設に栢当するものと考えられる。なお，東茜軸の弥生時代における!日地形については，祭儀

場を東西に棋弱る環濠の床面i頃斜が参考になるc 今回資料を提示できなかったが，これを考産すると，

高北軸と同じく祭犠場開辺を最高地点とする緩斜面に復元できそうである C

~35-



②祭儀場北半部における遺構群の再検討

ここで{ま横列を中心に祭議場北半部における遺構群について検討する。祭儀場北半部;え従来の

見解では北関を中心に捕列に閉まれた範間に揺立柱建物詳が展開するものとされていた(第23国入

しかし，各調査区の調査概要でも説明したとおり，近世以降も杭や柱の伴う何らかの構築物が存在し

た可龍性が浮 i二した。ここでは，祭儀場北半部の櫛列とされたピット詳をq"L'{こ，今回出土したピッ

トも含めて次の3つの視点から再検討を行う。ただし，今i珪出土したピットのうち，覆土の特筏から

明らかに近世以降のピットと判断したものについては分析対象から除外する。

a. ピットの急襲(第24函)

祭儀場北半部におけるピットの色調，j:，砂襟粒詫在灰黒急土・紗藤枝詫在黄色土，黒灰色土の3殺

に分けられる。それぞれの分布を見ると，品、諜粒混在灰黒色土が南舗に偏って分布するのに対して，

砂諜粒混在費邑土・黒灰色土は主に北関に分布している。 従来構列とされたとットに着弓すると，3種

の色調の覆土がそれぞれ認められる O

b布ピットの誌面標高(第25密)

ピットの床彊標高は， 17. 100m ~ 18. 009mまで分布する。これらをlOc111毎に色分けしたのが第25密

である c これを見ると，様々な探さのピットが混在していることがうかがえる。櫛列とされたピット

群の中でも，最低17.3m台から最高17.8m台まで分布しており，床面標高においてばらつきが認めら

hるc

C. ピットの時期

ピットの時期については，平成6 疫の謁奈報告書によりその一部が公表されている。しかし，そ

の全容ほ必ずしも鳴らかでなかったc 今回改めて出土遺物を再検討し，過去公表された遺物も含めて

一存寸士二て 一一一一一一一二五二二コ 二二了ゴご

3 P14 

主二=一一一一
4 P14 

可一

P瓦尽三三三

三五f
P41 「日

P3~r!J 9 

ミ4~{ 可ー P71:!:二ニコ 一一一
13 

コ二二一「一一=二一
14 

三τr --ζコ二二二

17 P98 
τコ二二ナ?二

P110 19 

一一~Cコごニアご

18 P99 

G 10cm 

第26函 平成7年度調査ピット内出土土器 (S=1/4)
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改めて掲載する{第26国人ピット内出土:土器は，弥生時代中期と古墳時代初頭のものが主体となる。

従来構列とされていたピットでは， P 11から弥生時代中期の立字突帯をもっ輯部片が， P50から古墳

時代初頭の鉢口縁部が出土している(第26国2・12)。

以上の検討により，従来構列とされたピット群が一連の遺携として捉えられる可能性が低いこと誌

明らかであろう。先述したi白地形の復元でも，弥生時代には南から北へ下る議斜面lこ復元できそうで

あり，従来の場所に構列が回る必然性もない。祭議場北宇部を含めた境地区間辺では，壱岐市 (IU芦

辺町)による近年の調査でおびただしい数のピット群が検出され，掘立柱建物の復元や時期的な変遷

についても検討できる段階となっている O これらのことを酷案すると，祭儀場北半部のピット群も従

来補予jとされたピット群も含めて，毘地[乏毘辺の据立柱建物群の五五を構成するものと考える方が自

然であろう。掘立柱建物復元の再検討および周辺遺構群の動向を踏まえた，祭儀場北半部の性格の再

検討が今後緊急の課題である。

己主祭議場高半部における遺構群の再検討

今回検出したSD3・SD4は，平成8年授の調査において検出された1 (以下SD1と呼称)

にそれぞれ方形・円形に南接することが明らかとなったc 少し視野を正げてSD 1とSD3・SD4

の関1奈を関イヒしたのが第27顕である c これを見ると， S D 1 E耳半部の北辺がやや不規員Ijに北側;ニ張り

出していることが見て取れる。このことは， S D 3・SD4のいず、れか，あるい辻両者が本来は周講

状に 1毘しており， S D 1と窃り合っていることを誰i揺させる c 出土土器を比較すると， S D 1とS

D4は両者とも弥生時代中期後半の土器と弥生時代後期後葉~軒末の土器群を含んでおり，明確な前

後関係は見いだせない。 品方で， S D 3はSD4を切っていることが明らかであり， S D 1を切るよ

うに 1局していた可龍性が孝えられる。

SD3・SD4と関連すると考えられる遺構として，弥生時代中期後半以降，北部九州を中心に散

見される周溝状遺構がある O 円形・方形の浅い溝をu詰させるもので，溝の規模も査笹もしくはー辺
の長さが5m詰後のものが多いようである。溝で閉まれた範盟内にはどットが検出される場合もありア

何らかの講造物が存在した可能'性も指捕されている。今出検出した遺構は，講の深さが極端に深いも

のの， pj周の規模や何らかの構築物が存在した可能性がある点など共通点も多い。広j溝状遺構の性格

については不明な点も多いが，集落内での分者の在り方としては，特定の竪穴住居に付随するものと，

住民群から離れて単独で、存在するものの2者が指摘されており(片岡1994)ヲ涼の辻遺跡検出例も周

溝状遺構であるとすればヲ f走者の部に梧去するであろう C

いずれにせよ， S D 3・SD4が切り合う SD1西A三宇部は未調査であり，両者の切り合いや講造に

ついては今後の調査によるところが大きいc

{文献]

片岡宏二 1994 rr毘溝状遺講jの検討(その3iJ r福j話j考吉j第16号，

37-









L 石田高原地区の調査

(1)調査概要

石田高原地区の調査は，台地東側低地部の遺構群の展開を把握することを目的として， 25mX36m 

の調査区を設定し900m
2
の調査を行った(第28図)0表土を除去した後，周囲に幅2mの犬走りを設け，

調査毘の軸に合わせて十字に土層観察用ベルト設定し，調査区を 4つのグリットに分けて調査を行っ

た。グリット名は北東から時計図りにA区 .B区・ C区 .D区とした(第29図)。調査[Rは台地の南

東部にあたり，北側には昨年度調査区が9 東側・酉簡は平成5年度の調査区が存在し，複数の環濠が

検出されている。しかし，平成5年度の調査はトレンチ調査であったため，環濠同士のつながりや時

期的な変遷など，遺構群の面的な展開を把握することが課題として残されていた。

発掘調査の結果，環濠および溝状遺構 (SD)が6条，竪穴住居状遺構 (SCX) 6基，不明遺構

(S X) 72基のほか，弥生時代中期を中心とする多数のピット群を検出した(第29[ZJ)0 原の辻遺跡

では，過去の調査において低地部でこれだけのピット群が検出された例がなく，ピットの深さや覆土

の色調などを頼りに建物の復元を試みた。結果として，掘立柱建物3棟が復元できた。一方で，竪穴

住居に類似した隅丸方形の浅い掘り込みを確認し，弥生時代中期において調査区の低地部品帯に居住

域が展開していた可能性が出てきた。このほか， 105mXO. 5m程度の方形の土坑が列状に並ぶ不明遺

構群が検出されている。ほとんどが断面U字状の葉掘りのものであるが， 官1)に角擦を充壊したよう

な状態で検出されたものもあった。ごく一部を調査したのみではあるが，これらの遺構群は仁11世の墓

群である可能性が考えられた。

このように，石田高原地区の調査では，舌状台地の裾に近い南東関低地部において，弥生時代中期

を中心に居住域として利用されていた可能性を指捕することができた。また，過去の調査で検出され

た環濠と今回検出の環濠のつながりが確認され，弥生時代における遺構群の展開についてもある程度

把握できた。そのほか，中世にも墓域として利用していた可能性があることがわかり，このエリアが

弥生時代から中世にかけて様々な目的に利用されていたことが明らかとなった。

(2) 基本土層

調査区周辺の標高は，調査反前は約7.5mほどであったが，重機による掘り下げの結果，平均で厚

さ約L5mにわたって近年の造成を受けていることが明らかとなった。造成土は人頭大の大型の蝶を

主体とするものである。その下には灰黄褐色の粘質土があり，同じく造成土と考えられるO これらの

造成土は， 1去に説明する SD1付近で湧水が著しいことから，防水のための盛り土と考えられる O こ

の下には，調在区北東部を中心に!天才 1)ーブ色を主体とする粘質土が堆積している。この部分では重

機によると見られる詩IJ乎の痕跡が認められており，堆積土も異臭を放っていたことから，村近のため

池を造成する際に廃土を廃棄ムした部分と考えられる。この土層の下が遺構検出面で，標 (1高6.00m~5.0。

mで、ある。西側から東側へ下るように傾斜している。本年度調査区の北部約100m地点で、昨年調査を

行ったが，そのときの遺構検出面の標高と比較すると，本年度調査箇所の)Jが約 1mほど高い。後で

41匂
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触れるが，弥生時代のi日地*5としては， ~ヒ1l1Uの低湿地部分と l右側の谷に挟まれ，台地裾から東側に張

り出す微高地として復元でき，周囲の低i湿地と比較して相対的に水はけの良い場所であったと考えら

れる。

(3) 遺構と遺物

①護i豪および溝状遺構 (S0) 

a. S 01 

調査医北東棋で検出した環譲で，検出時点で、幅約4.5m，深さ約0.8mである。このうち，環譲の短

軸方向に直行するように幅 1mのトレンチを設定L，掘り下げを行った。その結果，土器をはじめと

する大量の遺物が出土したが，比較的小片が多か》ったため， ドットマップを作成して取り上げた(第

30国)。

法大きく 7層に分かれる。黒海色粘質j二を基本とするが 5層では寝棋士.層も確認されているC

遺物の出土状況をみると，ほほ全ての土層から遺物が出土しているが，時期号Ijに詳細にみると， 6 

7留は弥生時代中期中葉~後葉にかけての土器を主体とし， 3)吾 ~5 層は弥生時代後期後葉~古墳時

代初頭の土器が主体となる。したがって， S D 1は弥生時代中期中葉~後葉に最初に掘削され，いっ

たん埋没したfえ弥生時代後期後葉に再度掘部され，吉j費時代初頭まで存続したものと考えられる。

3 屠 ~5 層からは弥生時代 rj:J期の土器が少なからず出土しているが，これらは再揺i拐殺に水が流れた

際，弥生時代中期の覆土が削られて混入したものと考えられる。再掘削後に水の流れがあったことは，

再揺部後の最下層に担当する 5a . 5 b)習がいずれも腐植土層であることからも明らかである。

第31国~第誕国はSD 1 HLt遺物で、ある。 1~14 ， 17~29は口縁部上b1îが平坦な L 字形の口縁部を

持つ斐・壷・高J不である。ほとんどが口縁部内面への突出があまり認められず，須玖式土器の中でも

比較的古棋の土器群である。 7~16は成部である。平底もしくは若干上げ底になるものが多く，弥生

時代ヰ?期のものが主体である。 16は据わりの悪いんレンズ状の平成で，月持部外面;こは縦方向のケズ1)

が認められる c 弥生時代後期後葉、)終末の土器で、ある。 30-~33 ・ 35 ・ 36は[く j の字形LJ縁の撃の口

縁部である。 内外部ともにおiU毛日調整が施される。 34は布留系の童日誌部である。口縁部がゆるやか

に内湾するが， r二i縁端部のつまみJ:JJ、は明駿で、な¥"0腕部外語は語IJ三ER，P主H百は撰方向のケズ 1)が認

められる。 37~42は査の口縁部である o 391ま頚部から口縁部にかけて大きく外反し，口持部内面に突

帯を有する。口唇部には二枚貝の腹縁による刻みが並ぶ。 42は二重口援で，内傾する仁i縁部は端部に

向かうにつれて直立気味に立ち上がる。頚部と仁i縁部の屈曲部には，ヘラ状工具による刻みが認めら

れる'043~46は高杯である。 43'主主宇部で口綾部と腕部の壌に明騒な設を有する。 471土器台の脚部と考

えられる c 砂粒が多く j昆じる厚手の胎土で、内面には指揮さえの痕跡を明瞭に残す。 48は楽j長系土器の

角掠底部である。内外面に鞍謹による回転なで調整の痕跡が残る。

第33ffiZJ.第34関はSD 1 出土石器である。 49~56は鼓石類である O 扇子な円擦を利用するものが多

いが， 52・53のように捧状のものも存在する。円離を利用したものは，表裏平坦面から錨麗にかけて

47-
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f吏用痕を持つものが多く，誇状のものは先場部を中心に使用痕が残る o 50・55は鰯面を組く打ち欠い

た穣器を鼓石に転用したものである。 57は石製支輯iである。硬賓の凝灰岩を素材とい →部欠損する

ものの表面を離方向に部ってドーム状に整形している。 鰯函から体#st=j:J央にかけて壌が付着しているC

58は砥石を転用した鼓石で，広い平坦面は鼓打症で、覆われているものの，側面には研磨痕が筋状に残っ

ている。 591土石毘の破片である。 留のと方が石i旺のj司縁部で下方が機能部に相当する。両面とも機能

部がすり減って毘縁部に比べて厚みを減じている。使用痕は肉眼では明擦でない。

b. SD2 (第29関)

調査区の認壁中央部から東に延びる環i豪で，蛇行しながら中央十字ベルト付近で消える。検出時の

最大幅約4.5m，深さ約30cmで、断面じ字形となる O 東1&IJを中心に奇Ij予が著しく，現状では十字ベルト

付近で出滅するものの，本来はより東へと延びてSDlと護続していた可龍性もある o 1 m幅のトレ

ンチで京揺を確認したところ，床面には丹藤および角擦が敷き詰められ，そのやに土器の小片が混じっ

ていた。土器自体も摩滅が著しく，接合できるものも皆無である点が通常の環濠出土土器と異なって

おり，中旺以降の新しい遺構である可能性も考えられたが，鉄分がまだらに混じる護士の特徴が弥生

持代中期のピットに類似していること，また中世の墓坑と考えられる SX72に切られていることから，

出土土器(第39関9)も勘案して一応弥生時代中期中葉の遺構として捉えておくつ

c. SD3 (第29li!)

SD2から派生して高東へと延びる環濠である。検出時で最大幅約1.3m，深さO.15mで、ある。 B

区中央付近で消滅しているが，かなり部平を受けていると考えられることから，本来はより南東方向

に伸びていたものと誰灘される C 時期の明確な遺物辻出土していないが，鉄分混じりの覆土の特設や

弥生時代中期後葉のピットに切られていることから，弥生時代中期中葉の環濠と判断した。

d. SD4 (第29r2ZJ)

SD3と向議， S D 2から派生してSD3と併走しながら南東方向に伸びる ある。最大幅約

1. 2m， i奈さ約O‘05mと非常に浅い。龍王子が著しくt=jコ央のト字ベルト付近でいったん消滅するものの，

謂査区南端部付近で再び検出している。遺物の出 l:はないが，覆二!二の特離から SD2と河時期を考え

られ，弥生時代中期中葉の環譲と暫断した。

e鷹 SD 5 (寄~29IZl)

C区の北西隅から南西に伸びる溝である。 i幅約O.3m，深さO.lmで甚識的に伸びる。遺物は出土し

なかった。 D区南西隅でSD2を切っていることを確認しており，弥生時代Iド期中葉tJ、障であること

は関連いない。 同じく南西方向に伸びる SD3・SD4と異なり， S D 5 ~ま幅が狭く直線的で、ある点

でやや異質で、ある。毘辺には中世と考えられる墓域が展開しており，こ

語性を指;脅しておく。
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第諸国 璽穴住居状遺構周沼出土土器 (8=1/4)

f. S D 6 第351選)

C亙SCX2床面から検出した。幅約O.4m，深さ約O.lmで断面V字状となる O 幅O.4mのトレン

チから検出したため詳縮は不明であるが，北西 南東方向に伸び、るものと推潤される。幅が狭く非常

に浅いことから， S CX 2に伴う施設である可能性も考えられる O

岳竪穴住窮状遺構 (SCX) (第37国)

B区東半部を中心にi塙丸方形の遺構を検出した。主柱穴とみられるピットも検出されたものの非常

に浅く，竪穴在居と特定できなかったため竪穴住活状遺構 (SC X)と仮称した。竪穴住居状遺構は

6基検出しているが，掘り下げを行ったのは 1号竪穴住岩状遺構 (SCX1)のみであるO

a. SCXl 第35~1)

長軸長3.3m，短車議長2.4mの隅丸長方形で，短軸長;ま東側が短く碍需が長い。調査はSCXlの軸

に沿って四等分にし，北東部と南西部の掘り下げを行った。 岸記からは竪穴住居状遺構に伴うものと

考えられるピヅトが5基検出されたが， に浅いため主柱穴とは断定できないc

なお，北東部の床ITuから SCXlと切り合う遺構を確認している。 SCXJの北東聖芭iは地[11額1tJ，

の灰白色土で、あるが， S CX 1と切り合う遺構はこの灰白色士の下にも入り込むことから，この灰白

急粘質土はSCXlの構築に伴って意図的に鮎り討けた粘土で、あると考えられる。

SCX 周辺では， はあるが検出面をiド心に弥生土器が出土している(第諸国)。いずれも

の口隷部であるが，断面逆L字*手で上題がやや内領するものが多い。このことから，竪穴住岩:1犬遺構

は誌生時代中期前半の遺講者宇と考えられる。

事揖立柱建物 (SB) (第371翠)

石田高涼地底では，先述の通り多数のピット群が検出されている。特にB区では高い密震で分布し

ており，掘立柱建物が担当数建てられていたものと推i揺されるが，異体的な建物の複元詰不十分で、あ

る。ここでは，ピットの規摸と喜びせから明らかに建物を構成するものとみられる 3棟について説明を

加える。
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第37図石田高原B区 S B 1・SB2・SB3検出状況 (S= 1 /80) 

-55-



口口日と1ι~ 
自主9

¥

一

i
f
〆

w

e

¥
知
下
ん
ニ
¥

f

」

/

一

¥

¥

¥
一
¥
ミ
¥
、

G

i
 

l

-j
 
j

5

 

〆

T
ι
1
・
¥

P

A

知
一6
一

rnc9 WC'9 

白知

泌S'9

必
iliC9 関C9

山¥
切C9ru芸9

三
ふ5m 弓m

mcg 

6.5m 65m 

日

る究開

V 

6.5m るきa

可
6べm

¥32 

[~ 口口1~ 
¥ 

己
也 C9alC'9 

. 
J ー
ヮ m:C9
d 

1むnWC9 mcg 

6宅m

PI06Cu 
戸?

止f

6.5m 6.5m 

。

凸

日
V

m壬9
A
O
 

口九日
mct; 

/¥九、¥

い~)f一ヘ白一(b 6.5m 

もZ

65m 

U
 

6.3m 

U v 
6.5m 

vf 
" :)コm

S B 1・SB2'SB3ピット実灘菌 (S= 1 /40) 

-56 

第38圏



a. SBl (第37図)

1関x2 f笥の据立柱建物である O 柱穴同士の距離は，時行と禁問で;まほ等しく約3mで、あるO 続行

きの全長は5.85mとなる。柱穴はピット番号でP190・P60・P50・P41・P101・P289で構成され

る(第38a:!)0 検出時のピット径は最大75cm~最小47cm とばらつきがあるものの，ピットの床面標高

は(lぼ議ーっている c また， P50やP101にみられるように，揺り直しの痕跡も薙認されており，少な

くとも 1度の立て替えがなされたものと考えられるG 時期辻弥生時代中期中葉~後葉のSB2を切っ

ていることから，中期後半もしくはやや下る時期と考えられる c

b. SB2 (第37図)

i関x2 FI'l1の掲立柱建物である。柱穴簡の距離は梁間と務行でほぼ等しく，梁間は2.9m，桁行は

2. 7m~2.9m となる。桁行の全長は5.5m となる。柱穴はピット番号で P189 ・ P100. P 56・P64・

P94. P181 で構成される(第38密)。ピット径は60cm~75cm と比較的まとまっており，球菌標高もほ

ぼ揺っている。また. P56やP94にみられるように掘り直しの痕跡が確認でき，少なくとも l震建て

替えがなされたものと誰測される。時期はP189から須玖I式とみられる蓋口縁部片が出土しており

(第39~4 人 SB2もこの時期の建物と考えられる。

c. SB3 (第37a:!)

11謂x3間の掘立柱建物と考えられる。現状で築関3m'桁行5.5mであるが，調査足外まで伸び

る可能i生もある。和行のとット群は柱穴関の距離にばらつきがあり，広いところで2.2m，狭いとこ

ヤ
竺三可ニコ

一..~ヲ

一一?5 ご二了
7P 

し一 ζ〉
土工二士 Cコ

o 20cm 
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第話題 ピットおよび箆辺遺構出土土器 (S=1/4)
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ろで1.5mとなる o S B 3の柱穴はピット番号でP165・P299・P169・P179で講!まされる(第38図L)
さらに，中世の遺構に9Jられて未検出であったが， P 165とP299の関に l基柱穴が存在するものと考

えられる。柱穴の規模は，笹55cm~70cm と比較的まとまっており，来語の標高もほぼ織っている o P 

165からは平jまの底部片が出土している。絹部にかけてくびれながら立ち i二がるもので，弥生時代中

期中葉~後棄と考えられるつ SB2とはほ主軸をそろえることから，両者は同時期に存在した可能性

も考えられる。

-ピット内出土土器(第391主)

ピット内からiま.小片ではあるが弥生時代中期をIや心とした土器片が出土している。そのうち国牝

し拝たのは次の 9点である。

1 I土産径32cmに復元で、きる霊口縁で，口縁部断面;土逆L字形となる。口縁部上面はやや外髄し，

口縁部内面はやや突出する。 Iユ隷端部にはヘラ状工具による刻みが密に施されている。口縁部下には

比較的シャーフ。な拭字突帯がつく。 P52からの出土である。 2は口縁部Jtで，猷面逆L字形の斐口縁

部と考えられる O 口縁部内剥が突出している。 P185からの出土である c 3は「くjの字口縁の皇室口

縁部であろう。 P164から出土した。れま口縁部を欠損するものの，錨先口縁の斐の鼓片と考えられ

る。口縁部宣下にシャープな突帯が1条巡るつ P189からの出土である。 5tま鋤先~.犬仁j縁の一部であ

る。口縁部上面は平坦で仁i縁部内面はほとんど突出しないo P42から出土した。 6 は鏑先~犬仁i縁で汀

縁部上面はやや内額している O 仁i縁音IH宣下に丸みを帯びた背の抵い突帯が1条巡る。 P7からのH:¥土

である。 7も錨先状口縁の口縁部端と考えられる。 P181からの出土で、ある。 8t土底部片である。若

干上げ底気味の平底となる。 P47から出土した。

9はSD2から出土したものであるが，ここに掲載した。断I訂逆L字形になる口縁部片で，口縁部

土面は平坦である O 表面が非常に摩滅している。

以上ヲピット内出土土器はいずれも弥生時代中期を中心とするものである。中でも，須玖E式段階

の土器が主体となる。函イヒし得なかったものの，これらのピット以外にも誌生土器の出土をみたが，

それらの時期についてはピット属性表を参照されたい(第3表)。
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(4)小結

このように石田高原地区の議査は，当初予想していた環濠の検出にとどまらず掘立柱建物群や竪

穴住屠状遺構など多彩な遺携の検出をみた。ここでは環濠を中心に過去調査された周辺調査区におけ

る遺講とのつながりやi白地形について検討した後 本年変調査区内における遺構群の変遷についてま

とめたいっ

①遺構群のつながりと!日地形(第40国)

;本年境調査区の}詩辺で{土タ平成5年震と平成14年度に講査が行われ，多数の環濠が検出されている。

これらの遺講若手と本年疫調査豆の泣置関係を示したのが第40留であるc 本年度検出の環濠と結んでく

る遺構は，平成5年愛車区・ ¥'11玄検出の9号講・ 17号溝・ 18号溝・ 12号講・ 11号講である。まず本年

度検出した SD 1は，霊長函逆台形で下層にj寓捕土が介在すること，出土土器が弥生時代中期~吉墳時

代初頭まで幅を持つといった特殻から.平成5年境検出の 9号溝・ 11号溝につながるものと考えられ

る。 SD2については，平成5年度検出の17号薄・ 18号溝に関する詳しい記載がないため詳細な比較

試できないもののア{立量関係から推測すると，平成5年長検出の17号j葺とつながるものと推測される C

調査区毘辺の!日地形については，平成14年度v・1空調査区との比較が参考になる。平成14年度V.

U 区で'Lì:，環濠や水溜状遺講などが検出されたが，遺構検出面の標高は3.5m~ 5 mである。これに

対して，本年度諦査区の遺構検出面の標高は 5m~6mで、あり，本年度調査誌の方が約 1 m~まど高い。

再調査区;土産線、距離にして約100mほど離れているが 棺対的に北鰭が抵地部であったことを示唆す

るものである。

再j劉に呂を転じると，平成5年度N区間辺は?弥生時代前期後半~後期の ある石田大震地r;{

と集落の乗る台地との狭間に位置している。この南Î1~IJ には貯水池があり N区に挟まれた部分は現在は

水田となっているが，地形の観察では，明らかにこの部分に過去において谷筋が通っていたことが明

らかである。平成5年度百区の環濠はこの谷筋に沿って揺制されており，台地への水の進入を防いで

いたものと考えられる。

間援に，環誌の方向という裡点で本年度調査区以北の遺構群を見ると，平成14年度調査度以北は台

地に沿って南北方向に環濠が停びるのに対して，本年境調査豆島}辺では東南方向に伸びている O 南側

の環濠が谷筋に治って掘削されていることを考意すれば，南北方向から東西方向に環i衰の向きが変換

する地域に，東開方向に走る谷が有‘在した可能性が考えられる。本年史調査豆島辺で検出された環濠

も，この谷誌に沿って掘出され，擁立柱建物を主体とするエリアに水が進入するのを防いでいたもの

と推潟される。

このように本年境調査[互の![拍車形は台地から張り出す故高地であり，高:iヒ2つの谷に挟まれてい

たものと考えられる c このエリアに弥生時代中期を中心とする掘立柱建物群を主体とする遺構群が麗

開し，在からの水の進入を詰ぐために環擦が器削されたものと理解できる O
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②本年度調査区における遺構群の変遷(第羽田~第43~])

本年度検出された遺構群は，弥生時代中期中葉から古墳時代初頭および中世と幅広い時間軸で展開

している c ここで(:;t，弥生時代中期中葉・弥生時代中期後葉・弥生時代後期以詳の3期に分けて遺構

の変遷を概謀し，まとめに代えたい。

その前に，本調査庄で多数検出されたピット群について触れておく。今回験出したピットは，

の色調から沃褐色系・s)]褐色系・黒褐邑系の3種に分類できる。灰掲色系のピットは， S C X 1掘り

下げ時の床面訟で検出されており， S C X 1と同時期もしくは若干古いピット群と考えられる。これに

対して，明揚色系・黒揺色系ピットはSCXlの覆土を切るように掘削されており?竪穴住居ー状遺構

群よりも新しいピット若手である。出土土器を比較すると SCXおよび明褐色系・黒掲色系ピット群と

もに須玖 I式を主体とするものの，明褐色系・黒褐色系ピット群の中に:ま須玖豆式まで下るものも

見されることから，ここでは灰褐色系ぜット群を弥生時代中期中葉，明褐色系・黒褐色系ピット若手を

弥生時代中期後葉として提えておきたい。

弥生時代中期中葉は，調査区高東部を中心に竪穴住居~;jj~遺構 (S C X)が構築されるとともに S

CXの北備に灰掲色系ピット群が散在する(第411~J) 0環濠はSDl・SD2・SD3・SD4が掘削

される。 SD3・SD4からは時期の暁薙な遺物の出土はみなかったものの，明謁色系ピット群に切

られていることからこの時期と特断した。これらの環濠の特徴(:;t， S CXおよび沃褐色系ピァト群を

囲むように方形に巡っていることである。調査時点ではSCXの性格を明確にできなかったが，方形

に巡る環器を排水B的と考えた場合. S CXを住居として利用していた可龍性も否定できない。原の

辻遺跡ではf岳地部で、の竪穴住居の検出向は皆無であり SCXの性携については今後類例の増加を

待って再検討すべき課題である。

弥生時代中期後葉は，調査[;{南東隅にSDlが存続するもののSD2.SD3・SD4が埋没l，

調査E高東部を中心、;こ明褐色系および、黒掲色系のピット群が震関する(第42図)。現段階では SBl~

SB3の3棟を確認したのみであるが，実援にはより多くの据立柱建物群が展開していたものと考え

られるoSBl~SB3'まそれぞれ立て替えに伴って若干時期差はあるものの，主軸は北西 南東方

向で共通している。 SDlの方向もこれと一致している点iえこの時期の遺構群の計画牲を考える上ー

で興味深い。

弥生時代後期以時には，後期後葉にSDlが詩据期され，古墳時代初頭まで存続する(会M3国)。

その後， S D 1は埋没するものの，やや揺を広げて自然流路として機能している。この流路に沿うよ

うに，長方形の堀方を持つ不明土坑群が展開する (SX)o C区には北西一南東方向にSD5が提言Ij

され，このSD5を境に北東部の長方形土坑群と南西部の樟円形土坑群が分布を異にして展開してい

る。これらのこと坑群;ま平面形態は異なるものの，覆ことが黄援系となる点で共通しており?ほほ向じ時

期の遺構群として把主主で、きる。部分的な調査となったが，断面U字状の素掘りである点も共通するよ

うであるcこのうち， S X72のように諜を充填Lているものも認められた点は重要である。 SX72は

規模などが中世の集石墓に類似しており，集石の伴わない{患の土坑群も列状に配列する点を考議する

と，同時期の墓域であると考えたい。今回の調査は未調査箆所も多く中妊の遺物自体も出土していな

いが，毘の辻遺跡の近郊には中世の域勝(観城跡)もあり，今後両者の関連性を追求する必要があろう。
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図版







3.高元地区の讃査

(1) 言語査概要

高元地区は，台地北側の先端部付近における遺構群の確認を目的として調査を実権した。調査区賠

辺は平成14年度に範密確認調査が行われ，竪穴住居10諌以上土坑6基などを検出している。 やでも

弥生時代中期中葉の2基の壌土坑(以下， 02S K 2・02SK 3と呼称)は生産遺構の可能性を侍わせ

るものとして注自されたが，調査範囲が限られていたために十分に性格を検討できなかった。今出の

調査では，これら境土坑の性格を把握することを重視して，題j互に20mX20mの調査誌を設定した。

また，この南傍jにも昨年宣調査区を挟むように 5mXlOmの謂査区を 2カ所設定した。これらの調査

i又は，昨年とi司様北部を高元 I毘，南側を高元豆亘と呼称する(第44関)。調査官n積は合計500ばであ

る。

調査の結果，竪穴住居191東，二1::坑32基のほか，多数のピット群を綾出した。 02SK 2・02SK 3)脅

迫で、は境土や境土塊・炭化物などを充填した浅い土坑を検出し境坑のセット関係を把握できた。

また，近接した地点からは床語から壁面にかけて炭化物が張り付いた長方形のSK3を検出 L，焼土

塊の出土から土器境成遺構の可能性も考えられた。遺構群の変遷としては，昨年度指摘したとおり，

弥生時代中期を中心に震関する土坑群および工房群と古壊時代初頭の竪穴住居群という大きな流れを

追認したが，新たに弥生時代中期の竪穴住居群を確認するとともに，工房群の性格についても金嵩器

生産の可能性だけでなくと器生産を行っていた可能性も浮上することとなった。

(2) 遺構と遺物

高元地区では竪穴住居や土坑など多数の遺構群を検出した。ここでは高元 I区・高元立区に分けて

個別の遣講について説明を加えていく。

・高元 I区

高元 I区では，調査区中央に土層観察用ベルトを十字リこ設定し 4つのグ 1)ットに分けて調査を

frった(第45図)c グワット名は，北東部から時言j-回りにそれぞれ IA区・ IB!2<>IC 区・ ID区

としたo

a.基本土層(第45国)

高元I医は以前畑地として利用されており，遺構検出面まで耕作土が約20cm堆積している。また，

遺構検出荷には耕作時の龍平痕とみられる幅lOcm程震の濯が東西万戸jに多数検出された。 遺構検出面

の襟高はClRとD尽を醒すベルト付近を最高地点とし 北・南・東部にむけてゆるやかに鵠宗干してい

るため，北援・南壁・東壁では西星空に比べて耕作土がやや車く堆覆している。また，結対的に

東半部は部平の影響が少なく， A[三.B包で遺構の残りが良かった。
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b.遺構と遺物

①竪穴住居 (8C) 

• 8 C 1 (第46凶)

A区北端部で検出した鶴丸長方形の住居社で，一部は謂査区タトに伸びる。長車産長2.5m，短軸長1.5

mである O 長軸に沿って古墳時代初頭の薄 (SD 1 )に窃られている O 主柱穴は 1基確認したものの

強はおそらく SD1に切られているものと思われ，本来は4本主柱であったもの推j揺される。覆土か

らは須玖I式土器が出土しており，この時期の住居:hlと考えられるO

• 8 C 2 (第47留)

A区東壁沿いで確認した。 関丸長方形の住居士止と考えられるが，東側半分は調査区外に伸びる O

ピットは4基確認したがそのうちの2基が主柱穴と考えられ，本来は4本主柱と考えられる。持期の

特定できる遺物は出土していないが， S C 1と構造が類似、していることから弥生時代中期のものと考

えられる。

• 8 C 3 (第45図)

A区南東部で確認した。乎成14年震謁査区に切られているものの，方形の竪穴生居と思われる C ト

レンチ謁査のみで講造は不明である。覆土はlOcm未溝と非常に浅く前平が著しい。持期を詩定できる

遺物は出土しなかったものの，在居主1:の平面7浮から古墳時代初頭の住居社と考えられる。

• 8 C 4 (第45密)

B区南西璃で検出した方形の住居並である。調査区外に伸び、ており全体の規模は不明であるが，検

出時で一辺が2.8mで、ある。覆土は10cm未満と非常に、浅く前乎が著しい。時期の限定できる遺物は出

土しなかったが，平扇形から古墳時代初頭の住居J止と考えられるO

• 8 C 5 (第48図)

土層観察ベルトを挟んでB 区~C 区にかけて検出した竪穴住居である。 西半分はやや先掘り気味の

平面形となっているが，本来は隅九長方形で北西部が寄せ平により消失したものと考えられる。長軸長

4.2m，短軸長2.5mである。主柱と考えられるピットは東半部で2基検出しており，本来は4本主柱

と考えられる。住居社床面中央には地床炉があり，炉を充壊する炭化物震からは細かく砕けた境骨が

多く出土している。遺物は底部片が3点出土している(第49国九平底もしくはやや上げ底気味で，

弥生時代中期後半の特鼓を持つものであるc

• 8 C 6 (第451翠)

B区南東!鴇で桧出した方形の詮居主1:である。 SC8に切られており全体寵は不明である。時期の窮

確な遺物は出土していないが， S B 8およびSK18との切り合いから古墳時代初頭の註居設と考えら

れる。

• 8 C 7 (第45国)

BIK東壁沿いで捻出した住居社である O ご一部しか検出していないが，方器もしくは長方形の住居

社と考えられる。弥生時抗中期後半のSK8に切られており，この時期以前の住屠社と考えられる c
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SCS(y再認色土〈白血lOYR3Jl)カーボンを含む結膏土で1産物包宮、

SC8@a 議邑土羽田10γR4/4}黄褐色粘寅土に.'".祷邑ーとが混じる

SC8@b ;丈黄褐色ヱ世田lOYR4!2)壌土を吉む屠カ ボンが混tる

SCg窃c 蒸鶏色土(H-回7.5YR31l)カーボンが混じる 幾土の結片が縄入

SKl5① 蒸掲色士〈有国lOYR212)カのポン・赤褐色粒子を吉む粘質と

白砂
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SG8・SK15実潤国 (S=1 /40) 
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第52詔 8G8出土遺物② (8=1/2，1/3， 1/4) 

• S C 8 (第50UZJ)

BfK南東寄りで検出した長方形の竪穴住居である。長辺4.8m，短片3.7mで、壁i漂には幅約50cmのベッ

ド状遺構がー思している。南半部を中心に炭化物がまとまって良士しており，この付近に炉蕗がある

ものと考えられるO 住居tu:成面よりピットを援数検出しているが，おそらく 2本主柱の住居と考えら

れる。また，住居社床面中央部分で、弥生時代中期の土坑 (SK 15)を検出したc ほとんどがSC8に

部平されており明確な堀方は確認できなかったが，土器の分布から長軸長204mの福ム円形土坑と推測

される o S C 8およびSK15からは多くの遺物が出土した(第51関，第52潤)0 S K15出土土器は錫

先状口縁を有する土器が主ー体で， 1 ~ 3のように口縁部が内直に突出するものも含まれている。 6の

底部は器壁が薄く若干上げ底気味である。口縁諒:ドの突帝は非常にシャープである(1・2・7)。弥

生時代中期中葉~技葉の土器群である。 9~23は SC8 出土土器である。口縁部が車立もしく辻内錯

し，内面にケズ1)を持つ布留系の斐を主体とし(9・10・12・13・20)，[J縁部が外反し内面にハケ

日を残す在地系の土器もみられる(11・23)0 15は翠の頭部~腕部片で，タト面には短沈殺が識に並び

内面には粘土経をつぶした指頭}王痕が明瞭に残る o 21は楽浪系土器で鉢の底部付近と考えられる。 22

は土製円盤である。 241土石製支騨である。敦賀のi定紋岩製で頭部を欠損する O 粗雑な加工痕を残すも

のの素材の形状を生かして授崩しているο25は鼓石である。平坦面および端部に鼓打痕をもち，平坦

面をi干I心に煤が付着する。 26は麿製石剣の鼓片である。 'l定紋岩製で、入念に研磨し断面菱形に整えてい

るC この石剣は SC8の覆ど上層から出土Lており，思辺の弥生時代中患の遺構から提入した可詑性

がある o 27は石llIlである。扇平な礁の平坦語iに磨i百を持ち，若干鼓打痕も残る。
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②土坑 (SK) 

(第45l埼)• S K 1 

2mで、ある。やや東1lltlに張り出しており，

複数の土坑が切り合っている可能性もある C 握り下げは行わず、遺構の存在を確認したのみである O

A区中央付近から検出した土坑で，長軸長2.5m，

(第53[詔j• S K 2 

土層観察用の十字ベルトを挟んでA区~D区にかけて検出した。長軸長1. 5m，短軸長1. 15mの長

予

」し菜さはO.3mである。 上層をや心にカーボ、ンが集rt1しており，鋭部は逆台形を方形士坑で，

が主体である

2・5のように[く jの字口縁の斐も出土している。弥生時代中期末~後期初頭の土坑で、ある c

のカーボン層J:)、上でlまとんどのこと器が出土しているつ出土土器は錫先状口縁の

(第54国)

が，

'SK3 

の東壁治いで検出した長方形の土坑である。長軸長5.5m，短軸長2.25mて》検出面からA 区~B

の深さはO.65mで、あるO 断面逆台7ちであるが，士、層の中位から下位にかけて摩さ 5cm程度のカーボン

にもまんこのカーボン需は末冨だけでなくと呼称)。{以下， rカーボ、ン酉jを面的に検出した

カーボン語の諜高は，高から北に

高え 1XSK2 

こぶい黄認色ヱ(l支出lOYR6/4)耕作工

2 a 苦橋色土 (HuelOYR3β) 炭化物が散在する粘貰土

2b 渇邑土 (H白山YR4/6)地山類似の名古質士

3 黒色:士 (Huel0YR2/1)カーボン愚

4 葉掲色土(HuelOYR5/6)地山に類似した結震土

べんなく分布しており，壁面の堆穣も床面と;まぼ同と厚みを持つ。
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第56図 SK3出土遺物② (S=1/2，1/3)

向けて援やかに額斜しているが，部分的にトレンチを入れて確認した土坑床面の標高は，南北ともに

ほ;玄関レベルである。なお，中央ベルト北壁では，同様のカーボン層が も様認でき，面的には

ろう。カーボン忌lIのカーボンを詳摺

確認できなかったものの，検出したカーボン認の上履にも同様のカーボン屈が形成されていたのであ

ると， iせが焼けて黒化したものが少なからず認められるO

また，カーボン冨には焼土粒が部分的に誌じっており，中央ベルト:主要去のカーボン語直下(7層)に

は境土が帯状に堆詰していた。これらのことを総合すると，この土坑内で援数i司木材を勝壊させてい

た可詑性が考えられる。第55図・第56医HまSK3出土遺物である。土器は競売状口競の蓋形土器を

体とするが， 11・12のような「くjの字口縁の土器も含む。 16は頭部から胸部にかけて4条のM字突

帝が巡る査である。 25は蓋の長部であるが，踊吉[5に;境成後の穿干しが認められる。第56図28は無文土器

-84 
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の口縁部である。口縁部に誇円形の粘土紐を貼り付け， H持部にかけてゆるやかに張り出している。色

は明謁色で，弥生土器の発色に近いっ 29iま楽浪系土器の瞬部片である O 事寵撞による自転なで調整で

非常に薄く仕上げている。 SK3検出頭からの出土であり，地の土器と比べて高いレベルから出土し

ていることから， S K 3 を切る SC3 の遺物である可能性が高い。 30~32は焼土塊である。いずれも

粘土の小堤を手づ、くねしたもので，飴土には石英・長石を含み弥生土器の給土に類似している。 30は

短軸方向に浅い窪みがあり，その題習に壌がついて黒く変色している。 31は粘土を折り出げてつぶし

た捺の張合痕が観察できる。 33~35(立石器である" 33は玄武岩製の縦長器片で作業面には上下からの

剥離が認められる。後期18石器時代のものとみられるが， S K 3検出面から出土しており ，i昆入の可

能性が高い。 34は砥石， 35は戴石である o S瓦3は弥生時代中期後葉~後期初頭の上坑である。

.SK4 第57函)

A区南西部で検出した桔円形の土坑である。長軸長2.9出，短軸長 1mで、深さはO.lm弱と非常に浅

い。土坑の西半部はさらに深く掘削されており，一番深いところでO.25mである。居間にはカーボ、ン

層が広がっているが， S K 4はその中でも焼土ブロックや蝶土の持片が堆積した部分である。特に網

掛けをした部分は，境けた粘 i二がブロック状に堆積していた。出土土器は錨先状[J縁の霊を主体とす

る。 31ま古墳i時代初頭の高i不日韓部であるが，耕作時の混入と考えられる。弥生時代中期中葉(槙玖

I式)の土坑で、あるO

• S K 5 (第58図)

SK4の北関に隣接する地点で検出した橋円形の土坑である O 平成14年度の調査i互に切られている

ため全容は明らかでないが，長軸長 1mj.:)、上，知:軸長l.05mで、深さはO.lmの浅い土坑で、ある。覆土

にはカーボ、ンがまだらに還とっている。東隅ではこの土坑を切るピットを検出している。時期を半日新

できる遺物辻出土しなかったが，検出状況から SK4とセットをなすものと患われ，弥生時代中期中

葉の土坑と判断した。

ーSK6 第59思j

B区北側で検出した楕円形土誌である。 SK17を切り SK3に切られている。長斡長1.3m，短軸

9訟で深さは0.15mで、ある o 奪三宇部を半掘したのみであるが， j二坑のJ;lミ関誌東から習にけ

ャかに傾斜している。 出土遺物は鏡先状日銭を子ぎする菱形土器が主体で、ある G 5 ~ 7のように

が内露に突出するものもみられる o 8 . 10l立高坪である c 13は続安lJ絵画土器で，底部付近にヘラ搭き

でドーム状の曲線が2条重なるように搭かれている。外面は丹塗りが施される。これらの土器から，

SK6は弥生時代中期中葉~後葉の:土坑と考えられる υ

• S K 7 第訪問)

Bl互東壁:合いで検出した構内形土誌である C

1.3mである 9 検出時点で出土遺物はなかヮたがq 罰

えられる。
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タトであるが，現状で;長斡長2m.

り方から弥生時代中期の土坑と
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(第601立])• S K 8 

B区南端部で検出した士坑である。長方形土坑と考えられるが， 1有半部は調査区外に伸びている。

トレンチによる掘り下げのみであり，検出時の規模は長軸長1.7mラ短軸長 1m，菜さ0.55mで、ある。

出土遺物も少ないが，弥生時代中期中葉~後葉の土坑と考会えられる O

(第61毘)'SK9 

C区東寄りで検出した樟円形土坑である。長軸長1.8m，短軸長0.85m，菜さ0.25mで、ある c 一上坑

の商半部は，東半部と比べて部分的に深く撮られており，西端部ではSK9を切るようにピットが掘

が面的に広がっていた。第62図・第631惑は SK9前されている O 床百五付近には焼土およびカーボン

tH土遺物である。土器は鋤先:1犬口縁の棄形土器を主体とし，時期的に弥生時代中期後葉の土器群が多

「はねといものの， 24 ・ 25のようにやや古手の土器も認められる。1O ~13辻遠賀市以東系のいわゆる

げLJ縁j護形土器である。 21・22のようなミニチュア土器も出土している o 29は弥生時代中期土器を

転用した土製円盤で、ある。石器は鼓石が主体となる o 32は嬬平な丹擦の毘縁部に高長打痕を残す。 31は

砥石である o 33は流紋岩の岩塊に穿子しを施したものである。半分に欠損し表面の剥落も しい。

'SK10(第65限)

C区西寄りで検出した桔円形土坑で、ある。長軸長2.6m，短軸長1.7rn，深さ0.15mで、ある。土坑北

半部を中心:ニカーボンの堆積が認められた。中央部は5fJ;生時代後期中棄の小沼蚕棺墓(1号護措)に

口縁言語部に粘土経1ははね上げ仁1縁の翠形土器で，切られている O 出土遺物は土器2点をf:2Zl示した。

2は?とはlJlJ1冨体のま部である。このほかにも石血1点が出土

SKlOは弥生時代中期末~後期初頭の土坑と考えられる。

を員占り付けて凸音Eをf乍り出しているつ

これらの土器から，
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SK8実灘国 (S=1 /40)および、出土遺物 (S=1/4)
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第63盟 SK9出土遺物@(S=1/3)

• S K 11 (第話題)

SKlOの北に隣接するややいびつな長方形土読である c 中央ベルトに語られるものの，現状で長特

長2.1m，短韓長1.4mで、ある c 遺構の存在 したのみで、具体的な調査は行っていないが，検出時

にI:l:tト.した土器から弥生時代中期後半の土坑と考えている0

・SK 12 (第時国)

D区南東i特で検出した方形土坑である。辺が1.1mで、深さ0.5mで、ある。出土土岩手から弥生時代中

期後半の土坑と考えられる。

• S K 13 (第45図)

S K12の北西部に隣接する長方形土坑である c 検出時の規模は長斡長1.8m，短軸長1.1mである。

遺構の存在を確認したのみで掘り下げは行わなかった。時期はSK12との切り合いから弥生持代中期

後葉以前である。

• S K 14 

欠番

• S K15 第50罰)

SC8 と戸主~S して記載済み。

• S K 16 (第64~)

BfR北寄りで検出した長方形土坑で、ある。長軸長2.3m 短軸長101m，深さO.55mである。 SC10 

およびSK17を切っているが， S C 5に窃られている。断面逆台形であるが，土層の観察では土坑埋

没後に中央部にどットが掘削されている。 カーボンおよび地山類叡の黄褐色粘質土が互層で堆

一一 91~
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1 /3) 8 K16実瀦菌 (8=1/4)および出土遺物 (8=1/4，
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第65囲 8 K lO実j~g函 (8=1/4) および出土遺物 (8=1/40) ※アミカケは炭化物

11.8D 

o 50cm 
「←一一一一一一←←一一一一一寸一一一一一一一一一一一一一一寸

lL80 

※アミカケは赤色顔料1号聾轄検出状況 (8=1/10)第66毘

の字口縁の牽形土4のように fくj接しているO 出壬二!二器は鋤先;1犬口縁の斐~土器を主体とするが，

器も出土している。 10は磨製石剣の未成品と考えられるc 安山岩製で素材撲の襲線が錨になるように

南側最長を中心に入念な調整剥離を施す。基部はう盟く打ち欠いて扶りを作り出している O置き，

出土土器から弥生時代中期中葉~後葉の土坑と考えられる。
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第67菌 1号聾轄実漉関 (8=1/4)

'SK17(第59!窓)

B 北よりで検出した土坑で、ある o S K 3・5

K6・SK16 . S C 10に切られてよ主 i')多本来の芳三

状は不明であるが，北i~1jの堀方が直線的で、あるこ

とから，方形もしくは長方形の土坑と考えている。

現存する規模は長軸長204m，深さO.3mで、ある。

出土遺物はごt器の小片が出土したのみであるが，

毘近遺構との切り合い関採から弥生時代中期中葉

の土坑と考えているO

• S K 18 (第45菌)

B区南東部で検出した楕円形二七:坑で、ある。長軸

長O.9m，短軸長O.7m，奈さO.2mで、ある o S C 

8がと出を都子しており，本来はより深かったも

のと考えられる。 出土土器は弥生時代中期後葉を

主体としており，この時期の土坑と考えられる o

• S K 19 (第持活)

B 区南部illlsで検出した構内形土坑である c検出

時の規模は長軸長1.6m 短軸長l.lmである c 掘

り下-tJ1立行っておらず諜さや時期は不明であるが，

土坑の彰状から弥生時代中期の士坑と考えられる。

③聾棺墓

• 1号聾棺暮(第66[型，第67医l)

C区北寄りで検出した合わせ口翠桔である。下

撃の口縁部を打ち欠いてと蓋で覆っている。言j葬

品は認められなかったが? よび下護の来11五

に赤色顔料が村著していた。第67図は翠結実湖国

である。器高30cm程度の中型翠で，やや不安定企

平底から溺部上位がやや張り，いったんくびれて

「くJの字形口縁がつくっ は仁iまま部を打ち

いているが，上警と荷様[く」の字形口縁がつい

ていたものと思われる。腕部下位に境成後の穿干し

が認められるつこれらの特鼓から，弥生時代後期

と考えられる。
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.高元豆区

高元E区は，昨年度調査区の東富爵1HUIこ5XlOmの謂査区を設定して調査を行った。調査区名は酉

から高元豆A区，昨年震謂査区を高元IIB区，東鱒を高元IIC区と称した(第68菌)。本年度の高元

II!Xの謂査面接は20m'である。

a.基本土層(第69罰・第70国)

高元E区は， U吾の耕作土および鉄分の沈着した2層まで、約20cm堆積し， ~ヒ半部には 2 次堆積土で

ある 3層が堆穫してる o II A区では2署.3層を掘り下げた時点で大量の土器が出土するとともに南

宇部を中心にブロック貝層が数カ所で確認された。遺講群の切り合いを確認できたのは 4層を30cm

掘り下げた段階であったが，後述するように，本来は4層上面が遺構検出面で、あった可能性が高いo

IIC 区は 1 層 ~3 層の堆積は IIALR と同様であるが，弥生時代中期~古墳時代初頭の包含層である 3

b層が約50cm堆積し，この包含層を桧去して遺構の切り合いが確認できた。豆A区と IIC区で遺構検

出面の襟高を比較すると，約30cmほどIIC区の方が低い。これは， II A区に比べてIIC区の方が部平

の影響を多く受けたと理解することも可能であるが，再調査亙検出の竪穴住居並の床面標高を比較す

ると，遺構検出頭の標高と開様約60cmほどIIC区の方が低く，弥生時代の18地形自体が酉から東へと

鰭斜していた可能性が高い。 IIC区に堆讃している 3b層の遺物包含層は，傾斜面を平活イとする離に

西側の土砂を部平して東側に土EEりした結果形成されたものと推測される。 IIALRの遺構群は弥生時

代中期の住居並および土坑群が主体となるのに対して， II C区ーでは古墳時代初頭の住居社群が主体と

なる。豆 C区の遺構検出面より上位に堆覆した 3b層では誌生時代中期の土器が大量に出土しており，

先の推溺を裏付けるものである。

b露遺構と遺物

①告含層出土遺物

基本土替の項で述べたとおり，高元E包では遺構検出面よりと位で大量の遺物の出土をみた。ここ

ではIIA区4層， II C区3b層に分けてそれぞれの出土遺物を招介する O

.nA箆4層{第71図~第74思〉

第71閣はIIA区4層遺物出土状況である。 4腎掘り下げ後に確認した遺講検出状況と合成すると，4

出土遺物のほとんどが，住居社もしくは土坑の分布範聞と重なることがみてとれる。したがって，4

層は本来土坑もしくは住居社の覆土で、あり，出土遺物もいずれかの遺構に伴うものであった可能性が

しミ。

第72[設は出土-士、器で、ある。弥生時代中期後葉から後期初頭の土器を主体とする o 3・5・6はSK

25， 4・8はSK26， 7・9.10・11はSC17にそれぞれ持う土器と考えられるO これらの土器は，

後述する遺構内出土土器の持期と矛震はない。第73l君は出土石器である。 12'まマイクロコアで耕作時

の詫入と考えられる。 14・18はSC17，げはSK25に伴うものと考えられる。 16は九州型石鍾で、ある
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が，ブロック民層周辺から出土しており SK25に本来伴っていた可詑牲が高い。 15は薮石で平坦面に

は議打喪および、磨面が， 1~n面には鼠歯;択の薮打痕が認められる。 17も翫石である。扇平な円擦の平坦

商に議打痕が集中しているが，再1MIJ習にも議打による窪みが2カ所ずつ認められる。 18は石理であるO

毘泣から中央部にかけてゆるやかにくぼんでおり，長軸縦揺および短軸断面ともに湾出している。第

74留は骨角器および鉄製品である o 191土袋状鉄斧である。袋部を一部欠損するものの，全体の形状は

把掻できる O 体音r~ヰ11立に最大厚を有 L，袋部にかけて徐々に厚みを減じる。袋誌は断面目%に折り曲

げている。刃部は片刃に研ぎ出す。ブロック貝層周辺から出土しており，本来はSKおもしくはSC

17に伴う可能性が高いο20辻ヤス状刺突其でSK25に1*う遺物である c 間j技骨を素材とし先端部を鋭
利に研ぎ出している。最大摩は先端部付近にあり，やや接頭状に膨らんでいる。 21は諒骨製アワビオ

コシである o S K25のブロック貝層題辺から 4つに折れた状態で、出土した。基部から刃部にかけてや

や援型に開く平面形で，基部片担IJには矩形の突担がつく。1MUTI百観はゆるやかに湾龍している。表面は

非常に綾密で暖質であるが，裏題には多孔質な素材麗をとどめている。なおァ基部の折れ面にはタガ

ネ状工具による毎が認められ，この部分は廃棄する際に意図的に折り思ったものと考えられる。

・宜 C区3b麗(第75国~第77図)

第75図は高5GIIC区3b層遺物出土状況である。調査院南西隅に片寄る傾向にあるものの，調査区

南ド宇部をl:t心に満遍なく出土している。出土層{立は 3b T長をrtコ心に遺講検出面の上語にかけて分帯し

ている。出土遺物は弥生時代中期の土器を中心に，韓半島系土器や青鋸製品などが多く出土している

(第拓国~第77図)0 1・2は弥生時代中期後葉~後期初頭の土器で，調査区南関踊の3b層から出

土した。 3・4は古壇時代初頭の土器で同じく調査区南西鴇の 3b層から出土している。 5~13tま韓

宇島系土器で、ある。 5~7 は楽j良系土器で 5 ・ 6 は査口縁部と考えられる o 7 は鉢底部である。 8~

13は叩き自のついた騎部片である。 9~11 には横{立の沈線が認められる。 14~27は労、ラス製小玉およ

び、管玉である。 17・25はコバルトブルー， 14~ 16 ・ 18~24 ・ 27がエメラルドグリーンである。 26は碧

玉製の管玉である。 28~31 は小型の石器類である。 28はマイクロコアで 2 面の作業面が確認できる。

29・30は石畿で、ある。 29は安山岩裂で，基部下国を研磨している。 30は黒曜石裂である o 31は棒状石

錘である C 欠損が著しいが結鍾形に近い形態と誰測される c 長軸両端部を斜めに研壊して2子しをあけ

ている。 32~36は銅鉱である。基本的に翼と基部の間が関で明瞭に区号1) されるタイプで，翼には樋も

認められる c 翼と基部の長さは，基部の方が長いもの (32・35)，翼の方が長いもの (33)，長さ

しいもの (34)がある o 37・38は青錨鏡である o 37は内区~外区にかけての鏡片で鏡式辻不明。 38は

内行花丈鏡の内区で逮弧文や銘文の一部も確認できる。 39は袋;1犬鉄斧と考えられる。袋部から刃きsに

かけてすぼまる形態で袋部のj十聞は開いている o 40~45は大型の石器である c 40~41 は鼓石で41 には

部分的に;壌が付着している o 44は石製支脚である。上半部を欠損するものの正面観は直角三角形をし

ていたものと推潤される。 j主部から垂直に立ち上がる関rruには煤が付着している。 451土石1lTlである。

これらの出土遺物ははとんどが二次堆讃と考えられるが， 44・45はそれぞれSC16・SC15に伴う

可能性も考えられるC
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※番号は第72函~第74認の遺物番号に一致高元HA区4麗遺物出土状況 (8=1/40)
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第74層高元HAI&4層出土遺物③ (8=1/2，1/3) 

②竪穴住農桂 (SC) 

• SCll (第78国)

高元豆 C区北壁沿いで検出した住居赴で方形もしくは長方形のプランと考えられる。確認、面で--j21

4mで、ある。床面からは，主柱穴と考えられるピット l基と溝状遺構を検出している。遺物はUJI室系

二重口縁室の完形品川)と誌石(2 )が出土しており，古墳時代初頭の住居と考えられる。

また， T主1~1Jに隣接して円形の土坑 (S K23)を検出した。箆60cm，深さlOcmのすり鉢状の土坑で，

焼土とカーボンが互層で堆請していた。焼土法小片が二次的に堆積したもので， 士境内で境成したも

のではない。 出土遺物はなかったが，位詰~IMJ係から SCllに伴う境土坑と考えられる。

. S C12 (第79i翠)

IIC尽東壁沿いで確認した方形の往活社である。大部分が調査区外に伸びているため全体の規模は

不明である。出土遺物は布管系 (第81菌2)のほか，内外面ともにハケEを残す fくjの字口隷

の霊{第81菌いや高ヰ(第81出3iが出土している。高年誌やや吉相を示すものの，古墳時代初頭

の住居社と考えられる。このほか，鉄製鋤先(第82留かや錆議(第82[gj4 )が出土している。鉄製

議先は短冊形の鉄板の南端を訴り曲げて袋部としたもので，安部の鵠面には鍛打による面翠りが確認
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できるO

• S C13 (第79函)

IIC区南関で輪出した方形もしくは長方形の住居並である。東半部は調査ば外に伸びるものの，長

軸長は4mである。住居並の南側にはカーボンが帯状に伸びる部分があり，この部分が炉跡になるも

のと考えられる。時期の明確な遺物の出土はなかったものの， S C14を切ってSC12に切られている

ことから，弥生時代後期終末から古墳時代初頭の住居並と考えられる。

• S C 14 (第79函)

IIC区南i側員部1で検出した方形もしく;はま長方形の住居

たのは北鶴の一品辺のみでで、あるO 掘り下げは行っていないが，より時慨に{主管社は伸びているものと考

えられる。土層観察用のト字ベルト付近に焼土およびカーボンが集中する笛所が認められ，地床炉と

i考えられる O 出土遺物は弥生時代中期中葉~談葉のこと器を主体とし(第81国 4~10) ，扇平片刃石斧

(第82図1)や石毘(第821Zl2 )のほか，鯨骨を加工した未成品(第82陸3)も出土しているO

• S C 15 (第80図)

IIC 区中央から南鶴で検出した長方形の住居社である。部分的に課査区外に伸びるものの，現状で

長特長5.8m，短軸長4.7mである。 SK24およびSC12・SC 13 . S C 14を浅く切るように構築され

ている。十字ベルト付近で、は裏話70cmにわたって焼土の崩結した箇所が認められ，炉跡と考えられるC

出土遺物は高杯(第81図14) と鉄剣の切先{寸近と考えられる鉄製品(第82図引が出土している。古

壊時代初頭の住告社である。

• S C 16 (第80図)

IIC 南西部で検出した方形もしくは長方形の住屠社である o S C15を浅く切るように構築されて

いる O 現存で一辺が3.2mで、ある。出土遺物はないものの， S C15との切り合いから占墳時代初頭の

住居祉と考えられる O

• S C17 (第83図)

IIAI2i中央で検出した住居主1:である。 02SB 5およびSK25に切られているため全体の形状は不明

であるが，持円形もしくは不正長方形になるものと考えられる。前平が著しく覆土はlOcmしか残って

いなかった。出土遺物は，弥生時代中期中葉を中心とした土器 (1~ 9)のほか，鉄撃も 1点出土し

ている(10)。この鉄撃は，断面方形の棒状素材の一端を片刃状に研ぎ出したものである c 頭部にj量

れ痕が認められないことから，鹿角製の柄に装着して使用していたものと考えられる。

• S C18 (第84図)

IIAI2i北西部で検出した住居社である。部平により北半認を欠いており，全体の形状を把握できな

いものの，権円彰もしくは円形のf主語社と考えられる。出土遺物は，弥生時代中期後葉の土器が主体

となることから，この時期の註居設と考えられるつ
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8 C18実測菌 (8= 1 /40)および出土遺物 (8=1/4)第84函

(第85国〉.028 B 5 

の延長部分に相当する。本年度検出したのは方平成14年度調査時に検出した5号住居社 (SB 5) 

形{主居並の縞の部分に相当する。出土遺物は，古墳時代初頭の土器を中心に講成されるが，住居赴覆

これらの土器土よりも上位でまとまって出土している。竪穴住寄託が蕗絶してやや時間をおいた後，

ここで、は出土土器とそれほど時期差はなかったものと考え，占i霊が寵棄されたものと考えられるが，

時代初頭の住居:w::と捉えているO

このピット内からは蛇紋岩製の石斧が出土し(8 )， なお，住居並床面よりピットを検出しているが。

住居並出土土器の中にも弥生時代中期言言葉までさかのぼる可能性のある土器が含まれていることから

このピットは弥生時{i;中期前半のもので，上半を02SB 5に創平されたものと考えられるO

-114-
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1/4) 02S B 5実灘図 (S=1/40)および出土遺物 (s=1/3，第85関

③土坑 (SK) 

• S K21 (第86酉)

S C12を切るように構築されている。東半部は調査区外豆C区東壁沿いで検出した方形の土坑で，

の一辺が1.2rn程度になるものと考えられる。出土遺物は布留系の翠(4・5)まで伸びるものの，

も出土している。弥生時代中期とみらほか，在地系の[くjの字形口縁の主主(3 )や高杯(6・7)

S C12との切り合いからも吉墳時代初頭の二仁れる土器片もあるがけ・ 2)握入したものとみられ，

坑と考えられる。

• S K22 

欠番

• S K23 (第78図)

SCllで記載済み
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弥生中惑の土誌をきむ
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第87菌 S K24実演i医I(S= 1/40)および出土遺物 (S=1/4)

• S K24 (第87函〉

Il C [;{l!立壁治いで検出した円形の士坑である。上原を SC15に切られ，東1l!1Jの一部はSC13に切ら

れている。西半部も調査包外に停びるものの宣径204m程度の規模になるものと推灘される。出土

遺物は，中期中葉までさかのぼる鋤先状口縁の翠(2 )もみられるものの，弥生時代中期後半の丹塗

り土器(1 )やi可じく中期後半の斐底部(3 )といった須玖E式を主体とするものであり，この時期

の土坑と考えられる。

• S K25 (第881盟)

立A区中央東寄りで検出した藷円形土坑である。長斡方向にやや湾曲するものの，長軸長3.3m.

i福1.4mである乙調査は短軸方向に3本のトレンチを設定して掘り子げた。土坑の茜半部で、はと層に

豆!蓄がブロック状に堆積していた。長軸長 1mの樟丹~で翠さはlOcm程度である。カキを主体とする

貝層で，水i5t選別したところクロダイなどの魚、骨が若干認められた。土坑内の護士は，カーボン混じ

りの黒謁色七と，地山類旬、の黄褐急土がまだらに握とった褐邑土が交互に堆讃している状況を確認し

た。 出土土器のほとんど誌上層(1 b唇)に集中しており， 下層カかミら{は土ほとんと

いO たどだ、し，中央トレンチの最下層からはアワピ艮の内皮とみられる光沢のある遺物が出土している。

先述のアワビオコシもこの土坑の検出国から出土しており，両者の関誌は興味深い。

IH土遺物は，鋤先状口縁であるが口縁部上面や傾斜し， rくjの字%司誌に近いものが主体となる
( 2・3・4)。また，張りのある日i桔[Sから口縁部が短く外反し，仁l縁部[直下に方Jf~の突苦が I 条巡

る大型の壷(1 )も出土している。これらの遺物から， S K25は弥生時代中期末~後期初頭の土誌と
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1. 黒褐色土 (HuelOYR2I2)貝殻が多く混じるが土器は合ない

白黒褐色jこ (H即 lOYR3I2)包含溺

2 褐色土{湾問lOYR416)貨褐色土に黒褐色土がまだちに混じる

3 黒l退色土 (Hu~同YR2!2)灰白色舟業短色il)レキ摂じる

カ ポンが散をし，アワピの内皮i士;土

4 ，昔褐色 (Hue10YR3f.ヰ)蒸樗急上に黄褐色土がまだらに混じる
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S K26実灘盟 (S=1 /40)および、出土濯物 (S=1/4)第89罷

考えられる。

• S K26 (第89~)

IIA 区南東隅で検出した方形の土坑である。調査区外に伸びるため全体の規模は不明であるが，現

:1犬で」辺が1. 3m となる。覆土はlOcm~号と非営に浅く，前乎の影響が著しい。土坑j未面からは度径10

ω程度の小ピットを2基確認しているO 出土遺物は丹塗りの高坪(1)の況か，錨先状口縁の聾(3 ) 

S K26は弥生時代中も出土している。これらの遺物から，や遠賀JI10、東系のはね上げ口縁の翠(4 ) 

期後半の土坑と考えられる。

-その憶の土境(第70国)

IIC区の酉壁において，土層のみで確認できた土坑を 3基確認している (SK29~3針。層位的に

を切っており，時期の明確な遺物の出土はみなかっ

たものの，古墳時代初頭もしくは若干下る時期の土坑と考えられる。

は古墳時代初顕の竪穴住諾社 (SC12・SC13) 

をそのf患の出土遺物(第90国)

と平基畿(3 ) 1 ~ 4 (ま打製石畿である。いずれも良質の黒曜石製である。囲碁鎌(1・2・4)

く仕5は磨襲石畿で，蛇紋岩もしくは縁色片岩製と考えられる。 所震により非常にの2者がある。

7はあずき色の凝灰岩裂で，北九州市域からの難入品と考えら6 . 7は石包了である。i二;デている C

8は投弾である。粘れるc 全面に入念な研磨を施L，穿孔;土錐状の工具でi両面からあけられている。

9は鍋畿をラグピーボール状に整形して焼成したもので，長軸方向に指なでの痕跡を残している。

である。鋭利な先端部からややくびれて基部に至っており，基部と翼部を分ける関はiまっきりしないc

S C12からの出土である。 10も銅畿である。基部を翼音jiに比べて基部の方が厚みがあり重厚である。

欠損するが，短い樋が認められ関の部分は小さく扶りがある。高元IIC涯の東壁土震で確認した SK

(11・12・14・31からの出土である。 11~22はガラス小玉および管玉である。色調はコバルトブルー

18 ・ 20 ・ 22) とエメラルドグリーン(13 ・ 15 ・ 17 ・ 18 ・ 21)カfある。 11~e13は SC8 ， 14!ま S C 5， 15 

;まSK14からそれぞれ出土した。 16は碧玉裂の管王である o 23は石斧であるO 安山岩の扇平な擦の小
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口を研磨して片刃状の刃部をつけている。基部から側面にかけて調整剥離が認められるものの，ほほ

全面に蝶揺を残している。 SC7検出面からの出土である o 24は石盟である。扇平な大型擦の平坦面

中央に，あばたi:kの戴打痕が面的に広がっている o S ClOの検出面からの出土である。

(3)小結

本年度の調査は，昨年震に引き続き台地北鱒先端部における遺構群の確認を目的とするものであっ

た。特に昨年度検出した高元 I区の焼土坑 (02SK 2・02S K 3)の性揺を把握することを重視し

て，この遺構の毘茜に高元I区の調査区を設定Lた。ここでは，境土坑関連の遺構群について検討し

た後，高元地[Rにおける遺構群の変遷についてまとめるO

①競土坑爵辺遺構と性格

本年度検出した遺構で， 02S K 2・02SK 3と関連するとみられる遺構はSK4・SK5である 0

02S K 2・02SK 3とSK4・SK5を合成したのが第自国である o S K 4・SK3毘辺にはカーボ

ンが広く分布していたが， S K4には壌土が多く堆積し， S瓦5にはカーボンが集中して堆積してい

た。出土土器はしミずれも蜜玖 I式を主体と Lており， 02S K 2の共通する。 SK4・SK5ともに詰

円形の浅い土坑で，特にSK4は中央部分が周菌よりも深く据離されている。 SK4には縮かく斡砕

された焼土のほか，粘土が焼けて函結した焼土塊が集中して堆積している部分も認められた。これら

の境土は土坑内で娃戒して宿結したものではなく，二次的に堆覆したものである。 02SK 2では土坑

内の境成で形成された境土揺を検出しており，このことから， 02S K 2で侍らかの焼成作業を行い，

その廃土を:者舗のSK4・SK5に麗棄していたものと考えられる O

SK3・SK4の覆土について水洗選前や磁気反応の有無を検討したが，金属器関連の遺物や反J;t}

lま確認、できなかった。 SK4で出土した焼土塊は，肉眼の観察ではスサなどの混入物はなく，石英・

長石といった弥生土器のJl会土にみられる混入物も認められなかった。今年度新たに検出した高元 I[R

のSK3では，長方形土坑の床面から壁面にかけてカーボンが堆積し，覆土中から石英・長石提じり

の壌土塊がIfU::.していることから，土器:堤成遺講の可詑性を指捕した(第54民)0 S K 4出土の壌土

塊はSK3出土の焼土塊とは明らかに異なっており，また土坑自手本の講造も異なることから，間操の

性格の遺構として捉えることは困難である O 結論として，高元 I区焼土坑の性格は不明といわざるを

得ないが，暁士の分析から土坑のa焼成温度を推測するといった方法で，壌土坑の性格の一端を明らか

にできればと考えている。

@高元地区爵辺における遺構群の変遷

高元地区における遺構群の変遷については P昨年震の報告書中においてすでに検討を加えている(中

尾2003)。ここでは，本年度識査区の成果を踏まえて再検討してみたい。

高元地区の遺構群は，時期的に弥生時代中期と古壊時代初頭を中心に展揮している(第92盟)。弥

生時代中期の遺構は，高元 I 区を中心に土読群が震関し，指円)f~や鵠丸方形の竪穴住居が伴う。時期

的に~j:，誌生持1-1:;詰期末~中期初頭の土坑もあるが，主体となるの辻弥生時代中期中葉~後葉の時期

-123-
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第盟国 高元地区における遺構群の変遷 (s=1 /2000) 
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である。土坑の性格としては，中型の土器や丹塗りこl'器を含む!完棄士‘坑が主体となるものの， 02S K 

3・02SK 3・SK3のような焼土坑や土器焼成遺構と考えられる SK3などの遺播群が存在L，

元地区鹿辺;土器住エリアに付弱する形で工穿エリアも存在した可能性がある。

弥生時代後期には遺構群は急激に減少し，高元I区において本年度検出した小史斐棺(1 

l基と，南'ffiUで確認した方形の竪穴住居社3棟が展開するのみである。時期的には 1号翠桔は弥生

時代後期中葉であるが，竪穴{主居祉は後期終末~吉墳時代初頭の住居並であり，竪穴住居社は占墳時

代初頭に展開する竪穴柱居社群との関連で捉えられるものである c したがって，弥生時代後期におい

ては高元地区の遺構は非常に貧弱で散発的ということになる。弥生時代後期中葉以降，台地層辺の低

地部で、は多重の環譲が再掘削されるが，竪穴住居群は祭儀場周辺に散在するのみであり， f.丘地部にお

ける大規模な遺講群の麗関と比較して，台地ヒにおけるこの時訟の遺構群の展開は現状では較めて貧

弱である。未調査誌にこの時期の居住エリアが存在する可能'性もあるが 注目したいのは原地区間辺

で多数検出されているピット群である。これらのピット群が弥生時代後期ものもという確誌はないが，

この時期の竪穴住居祉が減少することを考えると，罷住スタイルが竪穴住告から掘立柱建物へと変化

した可語性も考えられるであろう。原地区のピット群については現在詳細に検討中であるが，多様な

建物が展顕していたことが徐々に明らかになりつつある。これらの中に 弥生時代後期の住居跡が含

まれているものと考えられる c

古境時代初頭には，高元地区の全域で竪穴住居群が展開する。特に高元I区.II [主でL:J:，方形もし

く;ま長方形の竪穴住居主1:が譲雑に切り合った状態で検出しており，この時期頻繁に竪穴住居を構築し

ていたことをうかがわせる O 住毘社の切り合いから，全体として西から束へと建て替えられていたよ

うである。また，高元E誌の東側では，壁i討のみでの確認であるが，これらの竪穴住岩誌を切るよう

に土坑群を碍認している。

以上のように，高元地区の遺捧群は，昨年度指揺したとおりー弥生時代中期における土坑若干から古

墳時代初頭における竪穴性属社群という大まかな変遷を追認することができた。今誌は高元地iまだけ

でなく，原地尽を含めた台地上遺構群の再整理が重要な検討課題となる。
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